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コンピュータとキリスト教2001.1発行東京工業大学情報処理センター174号広報随想東京工業大学総合情報処理センター

雑である。一貫した論理を期待すべくもない『聖書j

を、“神の言葉"と信じて読みつづける。どこまで読

んでも、これで終わりということがない。

ルタ一派の多いドイツ人よりも、カトリックの多

いフランス人よりも、国教会の力が強いイギリス人

よりも、ピューリタンの多いアメリカ人カf、いちば

ん熱心にこの作業に取り組んだ。聖書についての注

釈(コメンタリー)も、番号をつけて順番に書架に配

列する。探索に便利なように、カードを作る。それ

以外の書類にもみな番号をうち、ファイリングして

保存する。データベースを構築する。こんどは、どこ

にどういうデータベースがあるかというデータベー

スをつくる……。神の“隠された計画"をさぐるため

の、聖書の読解の技術が、いつのまにか世俗化され

て、宇宙の“隠された秩序"をさぐる自然科学に姿を

変え、現代社会で進行しつつあることの“隠された

真相"をさぐる情報技術に姿を変えた。

膨大な量の情報を、反復をいとわずにとにかく処

理してしまおうとするときに、コンピュータを欲す

る強い動機が生じる。アメリカがコンピュータとよ

く似合うと思うのは、私一人の考えすぎだろうか。

ときりがない。霊舎のすべての文に番号がつけてあ

るから、こういう一覧が作成できる。

『聖書jのテキストそのものが、こうした作業をし

ないと読めない構造になっている。たとえば.、福音

書のイエスは、ふんだんに旧約聖書を引用して、あ

るいは旧約聖書を踏まえて、発言する。荒野での悪

魔との問答も、「お前が神の子なら、飛び降りたらど

うだ、『神が天使たちに命じると、お前の足が石に打

ち当たることのないように、天使たちは手でお前を

支える.1(詩篇91-11)とある」に対して、irお前の
神である主を試しではならないj(申命記6-16)と

も書いてあるJと、引用の応酬によるデイベートで

ある。『聖書jの各舎は時を経て順番に成立していっ

たものなので、あとから成立したものは、前に成立

したテキストを参照したり、引用したり、ときに論

駁したりする。こうしたこみいった論理関係を正確

にたどることが、聖書を読むということなのだ。

I聖書』は、モーセやイザヤ、 ダピデなど名前の

わかっている人びとや、無名の人びとなど、大勢が

著した共同著作物である。ムハンマドたった一人の

霊感で成立した『コーラン』にくらべて、ぐんと複

随想

大三郎

処理への熱情が生まれてくるのか、考えてみよう。

まず、『聖書』は短い。その気になれば読み通せる。

ルター訳のドイツ語、カJレヴァン訳のフランス語、キ

ング ・ジェームス版の英語など、定番を読みついて、

きた歴史がある。第二に、キリスト教では、『聖書』

以外のものを読む必要がない。これがユダヤ教なら、

注釈のミシュナやベラホート、タルムードなど、イ

スラム教なら『コーラン』よりぶ厚いハディース(判

例集)など、を読まなければならない。膨大で複雑

なため、専門家でなければ手が出せない。ユダヤ教

やイスラム教では聖典が法律を兼ねるため、こんな

に詳しい注釈が必要になるのだ。それに対してキリ

スト教の『聖書』は法律でないから、ただ信仰のた

めに繰り返して読めばよいことになっている。それ

はすべての信者にとって、望ましいとされる。 〆

コンピュータとキリスト教

MITは今世紀のはじめに、ハーバード大学の近所

に引っ越してきたらしい。どちらもボストン市の北、

チヤールス・リバーを挟んだ、マサチュセッツナト|ケ

ンブリッジにある。川向こうの隣り町とはいえ、事

実上はボストンの一部である。

去年の秋からこの夏まで 10ヶ月のあいだ、ボスト

ンに滞在した。ハーバード大学 ・ライシャワ一日本

研究所の客員研究員として、講義に出たり、散歩を

したり、自由な時間を過ごした。発明から半世紀あ

まりを経て、コンピュータは生活の一部としてとけ

込んでおり、ビジネスも日常生活もこれなしでは成

り立たないようにみえた。

橋爪

コンピュータの原理を考えたのはイギリス人かも

しれないが、世界最初のコンピュータはアメリカで

製造された。 l 号機はたしか、 ~IIIT の博物館に陳列

しであるはずだ。

(大学院社会理工学研究科教授はしづめ ・だいさぶろう)〆/ 喝

『聖書』は、読み通せるほど短いが、あつあれは

あそこに書いてあったと、すぐ思い出せるほど短く

はない。そこで、テキストに細かく番号をふるとと

にした。なになに書の何章の何節といえば‘、どの文

かぴたりとわかる。聖書は版元が違うとページ数も

まちまちなので、これは便利で・ある。

なぜアメリカが、世界に先がけてコンピュータを

発明したのだろうか。それはもともと彼らが人一倍、

情報を処理していたり、もっと情報を処理したいと

思っていたりしたからではないかと思う。

の♂/ア
出版ニュース

替⑨幸 「
爪福
大
=の
蔀つ
著〈
り
か
た

本
書
は
、
社
会
学
者
と
し
て
日
本

と
日
本
人
が
直
面
す
る
教
育
や
民
主

主
義
の
危
機
に
対
し
て
、
わ
か
り
や

す
く
、
か
つ
積
極
的
に
発
言
す
る
著

者
の
ヲ
』
こ
数
年
の
講
演
等
を
l
冊
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
読
ん
で
み
て
感
じ
る
こ
と

は
、
日
本
語
を
大
切
に
し
よ
う
、
と

い
う
著
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
基
調
と

し
て
濃
厚
に
な
が
れ
て
い
る
こ
と

で
、
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
た
と
き
の

経
験
を
語
る
序
章
で
は
「
一
言
葉
(
日

本
語
〉
と
人
間
(
日
本
人
〉
の
関
係

を
、
築
き
直
す
こ
と
:
・
簡
潔
で
分
り

や
す
い
表
現
を
、
必
要
な
ら
つ
く
り

・
:
そ
う
し
た
言
葉
ど
お
り
に
こ
の
社

会
を
運
営
す
る
こ
と
」
と
い
い
、
終

章
「
日
本
人
は
い
ま
何
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
」
で
は
「
政
治
家
が
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
科
学
者
が
、
言
葉

で
こ
う
い
う
ふ
う
に
保
証
し
た
ら
、

そ
れ
に
責
任
を
も
っ
て
、
そ
の
と
お

り
に
行
動
す
る
。
こ
れ
が
基
本
だ
と

思
う
し
と
語

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

実
に
簡
単
な
こ
と
だ
が
、
こ
の
本
は

そ
の
こ
と
、
が
「
幸
福
の
つ
く
り
か
た
」

の
第
一
歩
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
一

せ
て
く
れ
る
。
〈
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- 26-2001. 2/中
トム・ ソーヤー少年の通っていた教会は、聖書の

章句をひとつずつ子どもたちに暗唱させ、沢山おぼ

えた子どもを表彰した。熱心な子どもは五百や千は

覚えたわけだから 、子どもたちに印刷して配った章

句の短冊は、何千とあったに違いない。

これを踏まえて、『聖書』に関するさまざまな注釈

書や資料集が、 これでもかと山のように出版されて

いるのが、キリス ト教の特徴である。聖書の人名一

覧。生母マリアとマグダラのマリア。イスカリオテの

ユダのほかにも、ユダは何人もいる。誰がなになに

広報 li4号:2001年 l月

書の第何章何節に登場したかを、一覧表にして印刷

する。そのほかに、聖書の地名一覧、用語一覧、・

-30-

ハーバード大学のまんなかにでんと位置するワイ

ドナー図書館(中央図書館)の重厚なっくりをみてい

ると、知的生産の基礎となる、情報の収集に賭ける

彼らの意気込みが伝わってくる。コンピュータの登

場より 10年あまり前に建てられたこの図書館は、い

まや学内の 100近い図書館を従え、すべての蔵書の

書誌情報をデータベースに組み込んだ、 ネッ トワー

ク(HOLLIS)を形成している。その詳細は、『季刊

本とコンビュータj12号 (2000年春号)で紹介した。

ハーバード大学は、神学部からスター卜したとい

う。アメリカに渡った人びとは、まず教会を建て、そ

こで説教をする牧師を神学部で養成してもらおうと

考えた。キリスト教から、どのように情報の収集・

東京工業大学総合情報処理センター
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「就職しない若者たちJ をどう考えるか~ lPHP研究所

通巻125号

若
者
は
不
変
。

「
例
代
」
を

反
映
[
て
い
る
だ
け

2001.3.1発行WIまんとうの時代A2001.3月号

フ
リ
l
タ
l
を、

若
者
の
や
る
気
の
な
さ
の
表
れ
と
み
る
の
也
、

自
由
で
気
ま
ま
な
身
勝
手
と
み
る
の
也
、
一
面
的
。

時
代
の
必
然
に
よ
っ
て

現
れ
た
過
渡
的
な
存
在
。

マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
る

イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る

フ
リ

l
タ
l
が、

た
り
前
に
な
っ
た
。

「
フ
リ
l
タ
1
」
の
、
明
確
な
定
義
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
①
若
く
て
未
婚

で
、
②
あ
ち
こ
ち
の
職
を
転
々
と
し
、

③
ひ
と
つ
の
職
場
に
腰
を
落
ち
着
け
る

気
も
、
④
将
来
の
目
標
も
な
い
男
女
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
平
均
的
な
イ
メ
ー

ジ
だ
ろ
う
。

ほ
ん
と
う
に
そ
う
か
。
あ
る
雑
誌
の

フ
リ

l
タ
l
特
集
の
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

を
読
ん
で
み
た
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で

い
つ
の
ま
に
か
当

標
。
俳
優
や
カ
メ
ラ
マ
ン
、
専
門
職
を

め
ざ
す
の
で
、
自
由
を
大
切
に
し
た
い

か
ら
、
時
間
の
拘
束
や
責
任
の
少
な
い

フ
リ

1
タ
l
を
わ
ざ
わ
ざ
選
ん
で
い
る

と
い
う
人
々
も
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
も

っ
と
ま
し
な
職
が
み
つ
か
ら
な
い
の
で
、

仕
方
な
し
に
フ
リ

l
タ
l
に
甘
ん
じ
て

い
る
人
々
も
い
る
。

働
く
側
の
動
機
や
背
景
が
そ
の
よ
う

だ
と
し
て
、
企
業
に
は
ど
ん
な
事
情
が

あ
る
の
だ
ろ
う
?

カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
、
「
産
業
予
備

軍
説
」
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。

そ
の
昔
、
マ
ル
ク
ス
は
言
っ
た
。
資

本
主
義
経
済
が
発
展
し
、
ど
の
工
場
で

も
機
械
が
う
な
り
を
あ
げ
る
よ
う
に
な

はしづめ・だいさぶろう

1948年、神奈川県生まれ。東京大学文学部社会学科卒業。東京大

学大学院社会学研究科博士課程修了。現代社会の動きを踏まえ、

次代の展望を説く力量に定評がある。著書にf幸福のつくりかたj

(ポット出版)、 f橋爪大三郎の社会学講義<ト2>J (夏白書房)、
f大問題!J(幻冬舎)などがある。

る
に
つ
れ
、
伝
統
的
な
職
人
芸
は
解
体

し
、
単
純
労
働
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い

く
。
生
産
性
が
あ
が
る
の
で
雇
用
は
あ

ま
り
増
え
な
い
う
え
、
農
村
か
ら
も
職

を
求
め
る
人
々
が
都
市
に
流
れ
て
き
て
、

失
業
者
が
街
に
あ
ふ
れ
る
。
い
く
ら
で

も
労
働
者
の
代
わ
り
が
い
る
の
で
、
資

本
家
は
賃
金
を
「
生
存
水
準
」
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
切
り
詰
め
て
、
少
し
で
も
多
く

の
利
潤
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
。
失
業
者

が
、
労
働
者
の
足
を
引
っ
張
る
「
産
業

予
備
軍
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、

マ
ル
ク
ス
の
産
業
予
備
軍
説
で
あ
る
。

十
九
世
紀
に
は
説
得
力
の
あ
っ
た
マ

ル
ク
ス
の
理
論
も
、
二
十
世
紀
に
な
っ

て
中
産
階
級
が
増
え
て
く
る
と
、
現
実

と
合
わ
な
く
な
っ
た
。
単
純
労
働
に
も

増
し
て
、
専
門
職
や
技
術
者
、
管
理
者

の
役
割
が
大
き
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、

消
費
社
会
。
賃
金
は
明
ら
か
に
、
生
存

水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。
失
業
の
問
題

は
残
っ
た
け
れ
ど
も
、
人
々
は
「
産
業

予
備
軍
説
」
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

社
会
の
調
節
に
使
わ
れ
る

「
ト
カ
ゲ
の
尻
尾
」

九

0
年
代
の
経

ポ
ス
ト
消
費
社
会
、

済
は
ど
、
っ
か
。

人
々
の
消
費
は
伸
び
ず
、
経
済
成
長

は
ス
ト

ッ
プ
し
た
。
一
部
の
ハ
イ
テ
ク

産
業
が
活
況
を
呈
す
る
一
方
、
大
部
分

の
従
来
型
の
産
業
は
コ
ス
ト
削
減
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
賃
金
コ
ス
ト
を
下
げ

る
に
は
、
中
高
年
層
を
リ
ス
ト
ラ
し
、

正
社
員
を
派
遣
や
パ

l
ト
で
置
き
換
え
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
お
ぎ
な
う
。
ど
の
企
業

も
生
き
残
り
を
か
け
て
、
ト
カ
ゲ
の
尻

尾
の
よ
う
な
フ
リ

l
タ
1
を
必
要
と
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

フ
リ

1
タ
1
は
ト
カ
ゲ
の
尻
尾
だ
か

ら
、
こ
っ
ち
で
切
ら
れ
、
あ
っ
ち
で
切

ら
れ
、
動
き
回
る
。
景
気
・
不
景
気
の

波
に
と
も
な
う
雇
用
調
節
に
そ
な
え
る

と
い
う
意
味
合
い
に
加
え
、
好
況
・
不

況
業
種
の
あ
い
だ
の
移
動
や
、
季
節
間

や
む
な
く
フ
リ

l
タ
ー
を
し
て
い
る
と

い
う
彼
(
女
)
ら
が
、
早
く
正
社
員
の

勤
め
先
を
み
つ
け
た
い
と
言
い
、
生
活

が
苦
し
い
と
言
い
、
め
い
め
い
の
夢
を

語
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
お
気

楽
で
な
げ
や
り
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
な

り
の
距
離
が
あ
る
。
実
態
も
十
人
十
色

な
の
だ
。

そ
れ
を
承
知
で
大
き
く
グ
ル
ー
プ
分

け
す
る
と
、
同
じ
フ
リ

1
タ
ー
で
も
、

親
と
同
居
か
、
そ
れ
と
も
一
人
暮
ら
し

か
で
、
ま
ず
だ
い
ぶ
状
況
が
違
う
。
親

と
同
居
の
場
合
は
、
生
活
費
も
か
か
ら

な
い
(
食
費
や
部
屋
代
を
親
に
支
払
わ

な
い
)
し
、
家
事
も
や
ら
な
い
、
優
雅

な
「
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
」
か
も

し
れ
な
い
。
後
者
な
ら
、
ぎ
り
ぎ
り
の

収
入
で
生
活
す
る
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」

か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
仕
事
へ
の
意
欲
や
将
来
の
目

(
繁
忙
期
、
閑
散
期
)
の
調
節
・
な
ど
、
も

っ
と
不
規
則
な
雇
用
リ
ス
ク
を
企
業
が

切
り
抜
け
る
た
め
の
安
全
弁
と
も
な
っ

て
い
る
。
新
し
い
タ
イ
プ
の
「
産
業
予

備
軍
」
だ
。

大
学
へ
の
進
学
率
が
、
飽
和
状
態
と

な
っ
た
。
漫
然
と
進
学
し
、
卒
業
し
て

も
、
よ
い
仕
事
に
は
あ
り
つ
け
な
い
。

企
業
に
は
、
バ
ブ
ル
時
代
に
採
用
し
た

社
員
が
だ
ぶ
つ
い
て
い
る
。
終
身
雇
用

を
前
提
に
、
新
卒
の
若
者
に
仕
事
を
教

え
て
育
て
る
余
裕
は
な
い
。

3
K
職
場

や
み
ば
え
の
悪
い
職
場
は
、
実
は
入
手

不
足
な
の
だ
が
、
こ
ち
ら
は
敬
遠
さ
れ

る
。
九

0
年
代
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の

中
、
パ
パ
抜
き
の
パ
パ
を
押
し
付
け
合

っ
て
い
る
の
が
、
企
業
と
フ
リ

l
タ
ー

の
関
係
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

フ
リ

l
タ
l
は
、
時
代
の
必
然
に
よ

っ
て
現
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
過
渡

的
で
も
あ
る
。
ト
カ
ゲ
の
本
体
が
時
代

に
適
応
で
き
・
な
い
で
い
る
こ
と
の
、
し

わ
寄
せ
が
フ
リ
l
タ
!
な
の
だ
。

フ
リ

l
タ
l
を
、
若
者
の
や
る
気
の

な
さ
の
表
れ
と
み
る
の
も
、
自
由
で
気

ま
ま
な
身
勝
手
と
み
る
の
も
、

一
面
的

で
あ
ろ
う
。
若
者
は
、
あ
る
意
味
で
、

昔
も
い
ま
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
時
代
を
敏
感
に
反
映
す
る
の
で
あ

ヲ
心
。

94 ePHPほんとうの時代 2001年3月号
特集。 「就職しない若者たちJをどう考えるか95 
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宗教は，科学者の羅針盤である

橋爪大三郎

科学とはなにか。

いざ定義しようとすると簡単ではないが，誰もが

認める特徴がある O いきなり世界をまるごと認識し

ようとするかわりに，特定の現象だけに注目し，実

験や観察を通して知識を積み重ねていく O だから，

物理や化学や……，最近では数えきれないほどの専

門分野に分かれているのが，科学の特徴だ。科学は

断片的な知識なのt:.o
科学が始まるまでヨーロッパでは，世界の全体を

まるごと掴まえようとしていた。それをきっぱりあ

きらめ，問題を限定したところから近代科学がスタ

ートした。四百年まえのことだ。

それでは全体のほうは，どうなったのか。

さまざまな科学を全部合わせると，全体になるか

というと，そうはいかない。科学にはまだわからな

いことが沢山ある O いや，わからないことのほうが

多い。穴だらけのパッチワークのようなもので，全

部合わせても，世界の全体を覆うことはできないの

である O

それでも人間は，世界の全体を知りたいと思う O

全体を知らなければ，その一部分である自分のこと

も自分の人生の意味もわからないと考えるからだ。

限られた人生を生きる人間の，当然の欲求である D

科学が始まるまえ，世界の全体を説明するのは，宗

教(キリスト教)の役目だった。そして実は，科学

が生まれてからも，宗教は世界の全体を意味づける

役目を果たし続けている O 科学はたしかに，宗教と

戦い，宗教と分離して発展した。しかし，それは要

するに，科学と宗教とが車の両輪のように，人間の

思考を支えるということだったのである。

明治の日本人は，科学を受け入れたが，宗教は受

け入れなかった。富国強兵の役に立たなかったから

である O キリスト教がよく理解できなかったせいも

ある O そしていちばんの理由は，天皇のカリスマ的

権威にもとづく明治国家にとって，ヨーロッパの宗

教は受け入れがたかったためである O

科学や技術は，日本を近代化するという国家目標

-3-

にとって，有用だっt:.o それを担う科学者も，国家

には有用だった。科学者や技術者は，政治家や官僚

や軍人やそのほかさまざまな人びとと，国家という

全体にまとまった。天皇を頂点とする明治国家は，

神聖な全体で，科学者にとって宗教のようなものだ

った。

1945年の敗戦を境に，天皇を頂点とする神聖国家

は，ただの世俗国家になった。人び、とは，あたかも

神に見捨てられたように，ぽっかりとした空虚を抱

えることになった。科学の断片的な知識が，いった

いどういう脈絡で，もっと大きな全体につながるの

か，誰にもみえなくなった。その空虚を埋めるため

に，戦後しばらくは企業が代わって人びとの忠誠の

対象になった。人びとは猛烈に働いた。企業が人び

とを豊かにすると信じたからだ。だが，実際に豊か

になってみると，人びとと企業のあいだにすきま風

が吹きはじめた。人びとはもう一度，大きな空虚に

直面している O

科学をすることの意味は，科学の外側から，科学

を包み込む全体のなかで与えられるしかない。その

全体は，宗教と限らないにしても，科学ではありえ

ない。この単純な事実を，日本の科学教育は教えて

こなかった O むしろ学校では，科学的であることは

宗教的でないこと，科学的で、あることは哲学的でな

いことだと教えてきた。これは間違っている O 人間

は，科学的であるからこそ，科学を超える知識，科

学を超える全体性を必要とする O

東工大は，理工系の大学なので，理学部や工学部

に分かれ，さらにさまざまな専門に分かれている O

それは当然として，科学を包む全体は，どこにある

のか。それは，専門のなかにも，専門をまたがる学

際的な拡がりのなかにもない。それは，宗教のなか

にある O 宗教と言うのが言いすぎなら，科学とは違

ったやり方で，自分の人生を考えてみる人びとの能

力のなかにある。そうした能力が高い人ほど，科学

する意味をいつも新たに掴みなおし，全精力を研究

に傾注することができるのだろうと私は思う O

私がこの 7，8年，学部向けに「宗教社会学」の

講義を開いているのは，そうした理由による O 科学

者・技術者のタマゴたちが，そのことで，生涯を歩

むための羅針盤を手にしてくれればいいというのが

秘かな願いである O

(大学院社会理工学研究科価値システム専攻 教授)
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特集あなたが考える科学とは 第 E回

社会の科学は，どうあればよいのか

橋爪大 三 郎
はしづめ だいさぶろう

班点 l来大河合大.r:陥ト 1: ~，JlH C.'j':filf'j'd'I'(U'会.'j':)

科学がどういうものか， この雑誌『科学Jの読
者なら，誰でもわかっている.

科学は，物理学に典型的なように， rもの」の
性質についての方法的な考察で，実験や観察にも

とづき，その法則を解きあかそうとする.そうし

たやり方で，客観的・論理的・仮説演鐸的に知を

構成しようとする，人間の態度も科学とよばれる.

社会についても，このような態度が可能なの

か?

社会科学を，読んで字のごとく， r社会につい
ての科学」と考えてみよう.

社会科学にとって，社会を「ものjとして扱え

るかどうかが鍵になる.

社会学者 E.デ、ユルケームは，社会を「もの」

と扱うことができるし，扱うべきだと主張した.

彼は自殺についての統計を示し，一人ひとりが個

別の事情で決断する自殺も，社会全体で集計して

みれば，ある集合的な法則性に従うことを示した.

個々の行為にまつわる「主観性」の誤差を，大

量現象のなかで相殺できる場合には，デュルケー

ムの主張するとおりかもしれない.けれども，す

べての社会現象について同様に期待することはで

きない.

社会は，観察する 「ものJ=対象である以上に，
われわれが生きる当の出来事である.そのため，

社会の科学には，二重の役割が負わされている.

すなわち，

(1)社会は，このような場合にはこのようにな

るはずだという，法則的知識

(2)社会は，どのような場合にもこのようにあ

るべきだという，規範的知識

のふたつである.

この区別は，カントの，存在/当為の区別とも

関連している.

マックス・ヴェーパーは，この区別を踏まえて，

学問の価値自由(Wertfreihei t)の原則を明確に

した.社会科学も 「科学」であるからには，社会

についての価値中立的で客観的な，法則的知識を

うみだすことが使命だとされた.そこで，マルク

ス主義のような，革命を担おうとするイデオロギ

ーが「科学jであるかどうかが論争にもなった.

ヴ、エーパー以来の20世紀社会科学の常識に従え

ば，科学は(1)の法則的知識に自己限定すべきで

あり，いまさら (2)のように，規範的知識として

fo 
O
 
N
 

ーマ
，o
 
v
 

の役割をもちだすのは時代錯誤ではないのか，と

いう議論も成り立つ.

私が思うに.(2)の役割が，今後も社会科学か

ら消えでなくなることはない.20世紀の社会科

学が，それなしで成立するようにみえたのは，そ

れを裏側にかくしていたからにすぎない.

たとえば， 20世紀の社会科学を代表する，経

済学を例にあげてみよう.

経済学は，モデノレを構築し，そのうえできれい

な結論を導く.モデルの前提から結論までは，物

理学とよく似た数学的な構成になっていて，価値

中立的な法則科学のようにみえる.けれども，そ

のモデノレとは何かとよくみれば，消費者の効用極

大であり，企業の利潤極大である.欧米資本主義

社会では，人びとは，消費者や企業はそのように

行動すべきだと思っている.そして，実際そのよ

うに行動する.ゆえに，モデルから結論がストレ

ート に導けるのだが，その前提に価値(制度)が

もぐり込んでいる.経済学の想定する人間像は

「経済人(homoeconomicus) Jである.それは，

たしかに資本主義社会の人びとの客観的な実像に

なっているが，同時に，それが人びとをとらえる

規範だからでもある.同じことは，政治学の想定

する民主主義や自由意思法学の想定する権利や

法の支配についてもいえるのだ.

との事実を，文化の複数性と相対性を扱う，人

類学がいちばんよく意識している.人類学は，あ

る社会の人びとが一様に特定の価値観を抱いてお

り，特定の人間像に自らをあてはめ，特定の行為

規範に従って行動していることそれ自体を，説明

すべき現象として発見する.当の社会に生きる人

びとはむしろ，その事実を発見できない.彼らが，

自分たちの社会について構成するのは.r原住民
の知識Jになってしまう.

M.フーコーは，人類学のような価値相対主義

的な方法を，自らの社会に適用するとどんなにや

やこしいことになるかをよく自覚していた.認識

(エピステーメー)は， その時代，その社会の与え

る理論負荷性(価値相対性)にまとわれている.

たとえれば，いびつな眼鏡である.直線が歪んで

みえれば，眼鏡はいびつだとわかる.しかし，い

びつな眼鏡をかけたままでどうやってその直線を
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みつければいいのか

社会は，さまざまな価値(大事なこと)や意味

(そのわけ)に満ちている.それらなしに，人聞は

生きていげない.価値は，その社会に特有なもの

で，ほかの価値でもよかったという点では「主観

的」なものだが，個々人に選択できないかたちで

確かにそこに存在しているという点では 「客観

的」なものだ.

社会を，価値や意味にみちたものとしてあるが

ままに記述することが，社会科学がまずまっさき

になすべきことであろう.価値や意味は，その社

会の人びとにとっては，(2)規範的な知識である

からこそ， (1)法則的に妥当している.両者は切

り離されないかたちで結合している.しかもこの

事実を，自らの社会について記述する場合には，

記述される意味や価値/記述する言語が，異文化

を記述する場合のようには分離してくれないとい

う問題も加わる.フーコーの覚悟した困難で、ある.

価値を客観的に記述するため，いったんは価値

に内在する.法則的知識でありながら，その社会

を生きるわれわれにとっての規範的知識にもなる.

社会科学をきちんと実行しようとすれば，そうし

た重層的な知を構成する以外にない.それなら，

経済学や政治学や法学のように，制度的な前提を

隠した機械的(数理的)なモデルから出発すれば

よいとはいかない.

この点から，言語ゲーム(languagegame)が

有望だと私は思っている.言語ゲームは，哲学者

Lヴィトゲンシュタインが提案したアイデアで

ある.それは， 価値相対主義(どの言語ゲームに

も，その外がある)と価値絶対主義(だれもがど

れかの言語ゲームに内在している)とをともに含

仏徹底した認識を示している.言語ゲームの複

合としてまず，われわれの社会を考え，その内部

に，特殊場合として，社会科学のさまざまな既存

の分野(ディシプリン)をはめ込んでいくのが，

社会の全貌についての科学的な認識を構成する近

道ではないだろうか.

言語ゲームをモデルとする社会学が.21世紀

の社会科学において，中心的な役割を果たすこと

になると予想しておこう.
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ま
ず
、
な
ぜ
勉
強
す
る
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

勉
強
は
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
注
意
力
、
集
中
力
を
使
っ
て
、
情
報
を
将
来

生
き
る
た
め
に
自
分
の
体
の
中
に
変
換
し
て
い
る
ん
で
す
。
今
は
情
報
化
時

代
で
、
情
報
は
膨
大
に
図
書
館
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
大
切
な
の
は
自
分
の
頭
の
な
か
に
ど
れ
だ
け
の
情

報
が
あ
る
か
。
自
分
の
頭
の
中
に
な
い
の
な
ら
情
報
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
取
り
に

い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
は
時
聞
が
か
か
り
ま
す
。
も
と
も
と
頭

の
中
に
情
報
が
あ
る
人
に
は
か
な
い
ま
せ
ん
ね
。
だ
か
ら
、
基
本
的
な
こ
と
を

正
確
に
、
頭
の
中
に
入
れ
て
自
分
の
も
の
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

そ
れ
が
普
通
教
育
な
ん
で
す
よ
。
た
と
え
ば
"
四
面
楚
歌
“
を
学
校
で
習
い
ま

す
よ
ね
。
分
か
ら
な
け
れ
ば
辞
書
を
引
け
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
意
味
が
な
く
て
、

使
い
方
や
意
味
が
自
分
の
頭
の
中
に
入
っ
て
い
て
は
じ
め
て
意
味
が
あ
る
の

で
す
。
だ
か
ら
、
高
校
ま
で
は
誰
も
が
頭
の
中
に
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
も
の

を
学
ぶ
の
で
す
。
入
れ
な
い
と
損
を
し
ま
す
よ
。
入
れ
て
も
得
は
し
な
い
け
ど
、

入
れ
な
い
と
損
を
し
ま
す
。

入
れ
て
得
を
す
る
の
は
自
分
だ
け
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
み
ん
な
が
勉
強

し
な
い
こ
と
を
、
自
分
で
勉
強
し
て
お
け
ば
得
を
し
ま
す
。
そ
れ
も
大
事
。
損
を

し
な
い
で
得
を
す
れ
ば
幸
せ
に
な
れ
ま
す
。
人
と
違
う
こ
と
に
よ
っ
て
み
ん
な

得
を
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
世
の
中
助
け
合
い
で
す
。
み
ん
な
違
う
こ
と
を

親
か
ら
「
自
分
だ
け
が
理
由
も
な
く
特
別
扱
い
を
さ

れ
る
の
は
間
違
い
だ
」
と
い
う
こ
と
を
教
わ
っ
た
こ
と
が
、

私
の
教
育
を
考
え
る
原
点
で
す
。
実
際
に
通
っ
た
公
立

の
小
学
校
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
環
境
の
人
が
い
ま

し
た
。み
ん
な
が
違
う
こ
と
が
当
た
り
前
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。今
は
社
会
的
な
背
景
が
同
じ
に
な
っ
て
い
る
分
、

人
と
違
う
こ
と
が
苦
し
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

ま
た
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
自
分
で
努
力

を
し
な
い
で
も
、
何
で
も
与
え
ら
れ
る
世
の
中
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。

学
校
に
い
る
と
み
ん
な
が
や
る
の
だ
っ
た
ら
自
分
も

や
る
、
み
ん
な
が
食
べ
る
の
だ
っ
た
ら
自
分
も
食
べ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
・
こ
れ
が
『
自
分
だ
け
が
理
由
も
な
く

特
別
扱
い
さ
れ
る
の
は
間
違
い
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

道
徳
性
の
基
本
で
す
。
こ
れ
を
身
に
つ
け
る
の
も
学
校

教
育
で
す
。
こ
の
基
本
を
身
に
つ
け
た
う
え
で
、
つ
ぎ
に
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
こ
と
を
や
っ
て
い
く
。
こ
の

順
番
が
と
て
も
大
切
な
ん
で
す
。
こ
れ
が
逆
に
な
る
と
、

単
な
る
「
わ
が
ま
ま
」
が
育
つ
だ
け
で
す
ね
。

*
『パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
』
・
:
学
業
を
縫
え
‘喝
合
に
よ
っ
て
は
就
織
し

て
か
ら
も
親
と
同
居
し
、
経
済
的
に
依
存
し
て
い
る
未
婚
の
成
人
の
こ
と
.

2
イ
ミ
ダ
ス
』
よ
り
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や
っ
て
い
る
か
ら
社
会
が
成
り
立
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
自
分
の
得
意
を
伸
ば

す
の
は
競
争
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
方
法
論
な
ん
で
す
。

た
だ
今
の
教
育
は
、
そ
れ
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
高
校
時
代
が
終

わ
り
、
そ
れ
か
ら
先
み
ん
な
違
う
こ
と
を
や
る
段
階
に
な
っ
て
逆
に
自
分
の
方

向
を
見
失
い
、
切
り
替
え
が
で
き
な
い
で
困
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
そ
う
な

ら
な
い
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
人
と
違
う
こ
と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
分
は
友
だ
ち
と
違
っ
た
と
こ
ろ
が
い
く
つ
あ
る
か
数
え
て
み
る
。

も
し
な
け
れ
ば
、
自
分
独
自
の
勉
強
や
経
験
か
ら
作
れ
ば
い
い
。
な
ん
で
も
、
や

ろ
う
と
す
る
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

珂

学
ぶ
た
め
に
は
人
聞
が
ど
う
や
っ
て
生
き
芯
亮
ん
?
い
生
が
の
一一
生
の
イ
メ

ー
ジ
が
大
切
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
が
わ
け
ば
、
学
ぶ
目
的
や
内
容
が
見
え
て
く
る

か
ら
で
す
。
で
も
、
ど
う
や
っ
て
生
き
ち
死
ん
だ
の
か
は
一一生
を
完
結
し
た
人

‘守

h
F

に
し
か
語
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
結
論
か
ら
遊
覧
し
て
入
室
を
生
き
る
の
は
不
可

能
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
将
来
を
最
大
限
想
像
し
て
み
る
の
で
す
。
初

歳
に
な
っ
た
私
を
想
像
し
て
〕で
き
冶
ぱ
対
都
を
し
で
み
る
の
で
す
。
想
像
上

の
私
と
対
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
家
族
と
関
係
が
作
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
周
囲
に
い
る
お
じ
い
屯
ん
‘
お
ぽ
さ
ん
、
い
と
こ
が
も
う
一
人
の
自
分
で
、

自
分
に
代
わ
っ
て
も
う
ひ
と
つ
の
人
生
を
生
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
之
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
経
験
は
、
経
験
し
た
範
囲
で
し
か
な
い
た
め
非
常
に
狭
い
し
浅
い
。そ
れ

L
F
 

を
補
う
の
が
学
校
教
育
で
4

学
技
で
教
え
て
く
れ
る
学
問
は
実
は
、
経
験
を
時

間
的
・
空
間
的
に
広
げ
て
く
れ
る
の
で
す
。
学
校
の
勉
強
は
、
自
分
の
経
験
と

J
 

つ
な
が
ら
な
い
か
ら
つ
ま
ら
な
U
と
い
う
の
が
中
学
生
・
高
校
生
の
考
え
方
か

、
dm

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
大
つ
な
が
り
な
ん
で
す
.
そ
う
患
っ
た
方
が
得
。
そ
し

J
 

て
早
く
わ
か
っ
た
方
が
得
で
す
。
早
く
わ
が
品川
ば
百
標
が
で
き
る
し
、
学
ぶ
意

欲
も
生
ま
れ
ま
す
。
あ
な
た
が
今
学
ん
で
い
る

-E広
向

性
て
大
き
怠
意
味

が
あ
り
、
あ
な
た
の
将
来
に
つ
な
、か
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

は

し

づ

め

だ

い

さ

ぶ

る

う

橋
爪
大
三
郎

1
9
4
8年
神
奈
川
県
生
ま
れ
.
東
京
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
樽
士
課
程
修
了
.

現
在
、
東
京
工
業
穴
学
大
学
院
社
会
理
工
学
研
究
科
価
値
シ
ス
テ
ム
専
攻
教
綬
.
『選
択・

責
任・
連
帯
の
教
育
改
革

【
完
全
版
】
』
『言
語
派
社
会
学
の
原
理
』
な
ど
、

著
書
多
数
・

最
新
刊
と
し
て
、『
幸
福
の
っ
く
り
か
た
』
.
教
育
問
題
か
ら
政
治
、

経
済
、
国
際
問
題

に
い
た
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
見
解
を
発
信
し
て
い
る
.
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宗
教
が
わ
か
れ
ば
、

世
界
が
み
え
る

日
本
人
は
、
世
界
が
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
宗
教
が
わ
か
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。

明
治
維
新
も
い
け
な
か

っ
た
。
富
国
強
兵
、
万
邦
対
峠
。
西
欧
列
強
と

張
り
合
お
う
と
、
や
た
ら
背
の
び
を
し
た
。
科
学
技
術
や
制
度
な
ど
、
す

ぐ
役
に
立
つ
実
用
知
識
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
後
回

し
に
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
も
、
申
し
訳
程
度
に
し
か
入
っ
て
こ
な
か
っ

い
び
っ

た
。
結
局
、
西
欧
文
明
の
理
解
が
歪
で
底
の
浅
い
も
の
に
な

っ
た
。

そ
の
前
の
江
戸
時
代
か
ら
、
日
本
人
は
、
宗
教
を
馬
鹿
に
す
る
癖
が
つ

い
て
い
た
。
幕
府
の
行
政
指
導
が
功
を
奏
し
た
の
で
あ
る
。

島
原
の
乱
に
懲
り
た
幕
府
は
、
日
本
人
全
員
に
仏
教
を
強
制
し
、
戸
籍

を
寺
に
管
理
さ
せ
た

(宗
門
人
別
帳
)
。
僧
侶
は
、
葬
式
し
か
や
る
こ
と

が
な
く
な
っ
て
堕
落
し
た
。
宗
教
の
威
信
は
地
に
堕
ち
、
苦
し
い
と
き
に

弱
者
が
す
が
る
も
の
、
と
し
か
思
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
だ
か
ら
、
日
本
の
近
代
化
は
、
よ
く
わ
け
の
わ
か
ら
な
い

も
の
に
な
っ
た
。

西
欧
近
代
社
会
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
に
出
来
あ
が

っ
て
い
る
。
民

主
主
義
も
科
学
も
資
本
主
義
も
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
派
生
し
た
。
ど
れ
も

た
イ
ス
ラ
ム
法
に
従
っ
て
日
常
生
活
を
送
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
。

い
く
ら
近
代
が
よ
さ
そ
う
に
見
え
て
も
、
イ
ス
ラ
ム
法
を
捨
て
て
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
つ
く
っ
た
制
度
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
明
治
維

新
の
よ
う
に
、
ま
る
ご
と
西
欧
の
制
度
を
取
り
入
れ
る
の
は
、
宗
教
に
無

関
心
な
日
本
人
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
人
び
と
は
、
ロ
シ
ア
正
教
の
原
則
に
従
っ
て
い
た
。
中
国
の

人
び
と
は
、
儒
教
の
原
則
に
従
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
近
代
化
に
手
間
取
っ

た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
を
、
ロ
シ
ア
正
教
風
に
読
み
替
え
た
マ
ル
ク
ス
・
レ
l

ニ
ン
主
義
、
儒
教
風
に
読
み
替
え
た
毛
沢
東
思
想
で
、
近
代
化
を
は
か
る

こ
と
に
な

っ
た
。、
だ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教

(プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
)
を
ベ
ー

ス
に
し
た
ア
メ
リ
カ
と
、
反
り
が
合
わ
な
い
。

イ
ン
ド
の
人
び
と
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
を
大
事
に
し
て
生
き
て
い
る
。

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
人
び
と
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
、
ア
フ
リ
カ
の
人
び
と

は
伝
統
的
な
宗
教
を
、
大
事
に
し
て
生
き
て
い
る
。
:
:
:
。
こ
の
地
球
で

ど
の
よ
う
な
人
び
と
が
ど
ん
な
に
ば
ら
ば
ら
な
価
値
観
に
も
と
づ
い
て
生

き
て
い
る
の
か
、
あ
り
あ
り
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
。

i

l

 

，
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宗
教
で
は
な
い
、
世
俗
の
制
度
だ
が
、
も
と
は
と
言
え
ば
宗
教
が
か
た
ち

を
変
え
た
も
の
。
そ
し
て
い

っ
た
ん
出
来
あ
が
れ
ば
、
宗
教
と
切
り
離
さ

れ
て
も
自
己
回
転
し
て
い
く
。
そ
う
や

っ
て
宗
教
が
い
な
く
な

っ
た
空
家

に
、
の
こ
の
こ
あ
が
り
込
ん
だ
の
が
日
本
人
だ
。
近
代
的
な
制
度
の
扱
い

が
自
己
流
で
ち
ぐ
は
ぐ
に
な
る
の
は
や
む
を
え
な
い
。

つ
い
で
に
言
え
ば
マ
ル
ク
ス
主
義
も
、
宗
教
が
す
が
た
を
変
え
た
も
の

で
あ
る
。
唯
物
論
(
リ
無
神
論
)
で
あ
る
と
こ
ろ
が
キ
リ
ス
ト
教
と
違
う

だ
け
で
、
あ
と
は
そ

っ
く
り
。
日
本
の
知
識
人
は
一
世
紀
あ
ま
り
も
マ
ル

ク
ス
主
義
に
ふ
り
回
さ
れ
で
い
な
が
ら
、
相
手
が
宗
教
だ
と
は
気
が
つ
か

な
か
っ
た
。

明
治
以
降
、
日
本
が
受
け
入
れ
た
近
代
は
、
宗
教

(キ
リ
ス
ト
教
)
と

い
う
巨
大
な
象
の
、
鼻
で
あ
り
尻
尾
で
あ
り
胴
体
で
あ
っ
た
。
ば
ら
ば
ら

な
ま
ま
で
、
ひ
と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
、
は
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
洪

水
の
よ
う
に
情
報
が
押
し
寄
せ
て
も
、
混
乱
は
増
す
ば
か
り
だ
。

と
は
言
え
、
日
本
人
は
ま
だ
運
が
よ
か

っ
た
。
自
分
た
ち
の
宗
教
に
誇

り
を
も
っ
て
い
た
人
び
と
ほ
ど
、
近
代
化
に
苦
労
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
イ
ス
ラ
ム
圏
の
人
び
と
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
、
神
の
定
め

10 

一
一
一
世
紀
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
で
あ
る
。
い
つ
の
ま
に
か
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
で
き
あ
が
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
れ
ば
い
い

や
と
、
日
本
人
は
な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
る
。
そ
う
で
は
な
い
。
西
欧
も

ア
メ
リ
カ
も
、だ
ん
だ
ん
世
界
の
中
心
で
な
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ
違
っ
た
宗

教
、
違
っ
た
発
想
に
も
と
づ
く
人
び
と
が
、
ま
す
ま
す
発
言
力
を
も
っ
時

代
が
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
混
乱
は
深
ま
る
。

そ
こ
で
や
は
り
、
日
本
人
は
、
宗
教
の
入
門
書
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
『
世
界
が
わ
か
る
宗
教
社
会
学
入
門
』
は
、
私
が
東
工
大
で
聞
い

て
い
る
講
義
を
ま
と
め
た
も
の
。

一
八
O
O円
の
定
価
で
は
お
つ
り
が
来

る
ぐ
ら
い
、
あ
り
が
た
い
本
だ
。
一
二
世
紀
の
青
写
真
を
描
く
に
は
、
こ

の
程
度
の
知
識
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

(は
し
づ
め
・

だ
い
さ
ぶ
ろ
う

11 

東
京
工
業
大
学
教
授

・
社
会
学
)

世
界
が
わ
か
る
宗
教
社
会
学
入
門

橋
爪
大
三
郎
著

1
8
0
0
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「
患
者
の
死
」

権

爪

大

E
一聯

ふ
よ
り
よ
い
死
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
存
在

ん
「
人
間
力
」
を
養
て
敬
意
あ
る
対
応
を

通巻241号『ばんぶうA2001.7月号:月干IJ

、~

医師よ“非"常識たれ

.はしづめ ・だいさぶろう
1948年、神奈川県生まれ。東京大学大学院社

会学研究科博士課程単位取得退学。 95年から、

東京工業大学大学院・社会理工学研究科価値

システム専攻教授(社会学)。著書に 『ヴォー

ゲル、 日本とアジアを語るJ(平凡社新書)、
『世界がわかる宗教社会学入門j(筑摩書房)

など。
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vコ

納
得
で
き
る
死
に
方
こ
そ

患
者
の
望
む
も
の

医
師
と
な
っ
た
以
上
、
人
聞
が
死
ん
で

い
く
の
を
見
て
と
る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
が
、
難
し
い
。
人
聞
は
誰

で
も
死
ぬ
が
、
そ
れ
は
一
回
、だ
け
。自
分
の

死
を
、
初
め
て
の
こ
と
と
し
て
、
お
の
の
き
、

苦
し
み
、
う
ち
の
め
さ
れ
る
よ
う
に
し
て

性
疾
患
が
増
え
た
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が

さ
ら
に
進
む
と
、
病
院
は
死
に
ゆ
く
老
人

た
ち
の
待
合
室
み
た
い
に
な
る
だ
ろ
う
。

末
期
医
療
は
、
金
が
か
か
る
。
な
る
べ
く

健
康
で
長
生
き
す
る
の
は
ょ
い
と
し
て
、

最
後
は
人
の
迷
惑
に
な
ら
ず
、
納
得
で
き

る
死
に
方
を
し
た
い
。
?
」
れ
が
い
ま
、
大
方

の
人
び
と
が
医
学
に
望
む
こ
と
で
は
な
か

ろ
ャ
っ
か
。

病
院
は
死
に
場
所
で
は
な
い

治
療
の
意
味
を
改
め
て
考
え
よ

い
ま
の
医
学
は
、
「
人
が
死
ぬ
」
と
い

う
事
実
か
ら
、
目
を
背
け
て
い
る
と
思
う
。

治
療
を
続
け
て
い
れ
ば
、
医
師
は
患
者
の

死
を
考
え
な
い
で
済
む
。
そ
れ
で
も
人
は

死
ぬ
の
で
あ
り
、
患
者
は
そ
れ
か
ら
逃
れ

ら
れ
な
い
。
少
し
で
も
生
き
な
が
ら
え
さ

せ
る
治
療
は
、
む
だ
で
迷
惑
な
も
の
で
は

な
い
の
か
。

オ
ラ
ン
ダ
が
先
ご
ろ
、
安
楽
死
法
を
通

過
さ
せ
た
。
患
者
の
自
己
決
定
の
考
え
方

を
徹
底
す
る
と
、
当
然
そ
こ
に
行
き
つ
く
。

こ
れ
に
続
く
先
進
国
が
、
増
え
る
に
違
い

な
し死
を
控
え
た
高
齢
の
患
者
に
と
っ
て
大

事
な
の
は
、
医
師
の
専
門
的
な
能
力
よ
り

も
「
人
間
力
」
で
あ
る
。
治
療
が
下
手
く

迎
え
る
の
で
あ
る
。
死
ぬ
こ
と
の
プ
ロ
は

い
な
い
。

そ
う
や
っ
て
苦
し
む
大
勢
の
病
人
や
患

者
を
、
医
師
は
毎
週
の
よ
う
に
見
送
る
こ

と
に
な
る
。
死
ぬ
の
は
医
師
自
身
で
な
い

か
ら
、
ひ
と
ご
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
臨
終

を
迎
え
る
患
者
が
、
そ
れ
と
懸
命
に
向
き

合
っ
て
い
る
事
実
に
き
ち
ん
と
し
た
態
度

を
と
れ
な
い
よ
う
で
は
、
そ
れ
で
も
医
師

な
の
か
と
言
わ
れ
で
も
し
ょ
う
が
な
い
。

昔
の
医
師
は
偉
か
っ
た
。
小
学
卒
で
奉

そ
で
、
患
者
に
苦
痛
を
与
え
る
よ
う
で
は
、

む
ろ
ん
失
格
で
あ
る
。
し
か
し
、
専
門
的

な
能
力
も
、
治
療
の
た
め
の
治
療
で
は
だ

め
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
処
方
が
患
者
に
ど

の
よ
う
に
届
い
て
い
く
か
と
い
う
想
像

力
、
そ
れ
が
患
者
の
世
界
に
ど
う
い
う
意

昧
が
あ
る
か
と
考
え
る
理
解
力
と
結
び
つ

か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

死
を
迎
え
て
い
る
点
で
、
患
者
は
、
医

師
よ
り
も
先
輩
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
対

す
る
敬
意
が
な
け
れ
ば
、
「
人
間
力
」
は

育
た
な
い
。

死
ぬ
と
い
う
こ
と
は
、
「
健
康
と
生
命

が
大
事
、
治
療
は
意
味
が
あ
る
」
と
し
て

き
た
社
会
常
識
の
意
昧
世
界
が
、
患
者
に

と
っ
て
崩
壊
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
死
ぬ
こ
と
が
は

っ
き
り
し
た
ら
、

治
療
は
そ
の
意
味
を
変
え
、
よ
り
よ
い
死

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
ご
と
に
、

苦
痛
の
あ
り
方
や
意
識
の
推
移
の
実
例

を
、
な
る
べ
く
詳
し
く
収
集
す
る
。
そ
れ

が
ペ
イ
ン
・
ク
リ
ニ

ッ
ク
や
、
生
命
の
質

を
維
持
す
る
た
め
の
治
療
の
基
礎
に
な

る
。そ

し
て
な
に
よ
り
、
医
師
が
頭
を
切
り

換
え
る
と
と
。
さ
ら
に
、
医
療
制
度
も
組

み
換
え
る
必
要
が
あ
る
。
い
ま
は
、
治
療

し
な
い
で
数
カ
月
す
る
と
、
退
院
(
転
院
)

l

i

l

i

-

-

-

公
に
出
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
時
代
、

医
学
を
学
ん
だ
と
い
う
だ
け
で
尊
敬
さ
れ

た
。
い
ま
は
患
者
も
大
学
卒
が
増
え
、
自
分

の
病
気
の
こ
と
も
よ
く
調
べ
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
病
院
の
評
判
や
治
療

実
績
な
ど
の
情
報
も
す
ぐ
手
に
入
る
。

医
学
も
変
わ

っ
た
。
病
院
は
高
額
な
医

療
機
器
だ
ら
け
に
な
っ
た
。
専
門
分
化
が

進
み
、
患
者
を
ま
る
ご
と
み
る
の
が
難
し

く
な
っ
た
。
治
る
病
気
は
あ
ら
か
た
治
っ

て
し
ま
い
、
が
ん
や
心
臓
病
の
よ
う
な
慢

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
く
考
え
て
み

れ
ば
、
病
院
は
死
ぬ
た
め
の
場
所
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
に
、
多
く
の
人

び
と
は
病
院
で
死
ぬ
わ
け
だ
し
、
ほ
か
に

死
ぬ
た
め
の
場
所
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

(
ホ
ス
ピ
ス
な
ど
が
あ
る
が
、
十
分
に
多

く
は
な
い
)
。

い
ま
の
医
学
は
、
多
く
の
人
び
と
が
不

本
意
な
死
に
方
を
し
て
い
た
時
代
の
産
物

だ
。
大
部
分
の
人
び
と
が
寿
命
を
ま
っ
と

う
す
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
医
師
は
、

「
人
間
力
」
を
武
器
に
、
患
者
に
立
ち
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
手
は
「
老

人
力
」
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
あ
な
ど
れ

な
い
。
医
師
が
死
か
ら
目
を
背
け
、
治
療

の
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

ら
、
患
者
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
形
で
病

院
に
お
い
て
死
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
納
得
で
き
ず
、
絶
望
す
る
。

よ
い
死
に
方
は
、
患
者
本
人
に
と
っ
て

価
値
が
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
医
学
に
と

っ
て
も
、
医
師
に
と
っ
て
も
、

価
値
が
あ
-

る
と
言
う
べ
き
だ
。
専
門
家
で
あ
る
よ
り

も
、
組
織
の
一
員
で
あ
る
よ
り
も
先
に
、

一
人
の
人
間
と
し
て
こ
の
価
値
を
受
け
と

め
る
。
そ
れ
に
は
、
哲
学
も
、
宗
教
も
、

医
師
個
人
の
信
念
・
価
値
観
も
必
要
に
な

る
。
今
こ
そ
医
師
は
、
「
人
間
力
」
を
磨
い

て
命
が
け
で
こ
と
に
当
た
る
し
か
な
い
。

25 l<tん，3i5 2001.7 
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大
学
入
試
を
廃
止
、

新
体
制
に
移
行
l
l
i橋
爪
大
三
郎
氏
(
東
京
工
業
大
学
教
授

一
①
川
崎
抗
日
川
川
川
崎
咋
向
日

Mru引料
品
で
必
要
で
も
な
い
大
学
入
試
を
数
年
以
内
に
廃
止
し

一
②
新
体
制
で
は
、
学
費
の
値
上
げ
(
翠
口
l
ン
と
セ

ッ
ト
)
を
実
施
し
、
負

E
で
き
る
人
す
べ
て
が
入
れ
る
よ

L

う
に
す
れ
ば
、
社
会
人
に
も
門
戸
が
聞
か
れ
る
。
ま
た
各
大
学
は
自
ら
の
特
耐
を
明
示
す
べ
き
だ
。

①

一
一
一
川
れ
わ
れ
一
。
、
入
試
を
廃
止
、
書
類
選
考
化
し
、
卒
業
や
大
学
霊
験
の
資
格
に
も
な
る
検
定
試
験
を
導
入

負
担
の
明
確
化
と
専
門
性
が
重
要
に

大
学
の
入
学
試
験
は
、
効
率
的
で
な
く
、
必
要
で
も
な
い
。

準
備
期
間
を
数
年
お
き
、
別
の
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
べ
き
だ
。

大
学
入
試
は
な
く
な
ら
な
い
と
、
多
く
の
人
々
が
信
じ
て
き

た
。
そ
れ
は
根
拠
が
な
く
、
事
実
に
も
反
し
て
い
る
。
戦
前
の

大
学
は
、
学
部
に
よ
る
が
、
だ
い
た
い
無
試
験
で
入
学
で
き
た
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
は
、
今
も
入
学
試
験
な
ど
な
い
。
大
学
入

試
は
戦
後
の
産
物
で
あ
り
、
何
の
工
夫
も
な
い
ま
ま
現
在
ま
で

続
い
て
き
た
の
だ
。

戦
後
の
日
本
社
会
は
、
な
ぜ
大
学
入
試
を
必
要
と
し
た
か
。

第
一
に
、
大
学
進
学
率
が
ど
ん
ど
ん
上
昇
し
た
か
ら
。
大
学

も
次
々
に
つ
く
ら
れ
た
が
、
志
望
者
の
方
が
入
学
定
員
よ
り
多

識者の提言教育改革

橋爪大三郎

1948年生まれ。東京大学
同大学院博士課程修了。専
門は社会学

か
っ
た
。
そ
こ
で
ど
の
大
学
も
、
入
試
で
選
抜
す
れ
ば
い
い
と

考
え
た
。

第
二
に
、
入
試
の
難
し
さ
が
大
学
の
評
価
を
決
め
、
就
職
の

パ
ス
ポ
ー
ト
と
な
っ
た
か
ら
。
日
本
の
大
学
は
、
現
実
と
か
け

離
れ
た
教
育
を
し
、
実
際
的
で
な
い
。
そ
こ
で
社
会
(
と
り
わ

け
企
業
)
は
ま
る
で
大
学
を
信
用
せ
ず
、
代
わ
り
に
入
試
成
績

(
偏
差
値
)
を
採
用
の
目
安
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
に
、
入
試
の
難
し
い
大
学
に
入
れ
ば
、
大
企
業
に
就
職

で
き
生
活
も
安
定
す
る
と
親
も
子
ど
も
も
考
え
、
入
試
が
自
己

目
的
化
し
た
か
ら
。
受
験
の
た
め
の
塾
や
予
備
校
が
繁
盛
し
、

教
育
全
体
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
。

以
上
の
三
条
件
は
、
ど
れ
も
も
う
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
い

る
。
少
子
化
が
進
ん
で
志
願
者
の
数
が
減
り
、
大
学
の
入
学
定

員
と
だ
い
た
い
同
じ
に
な
っ
た
。
企
業
も
変
わ
り
、
実
力
本
位

の
人
事
や
中
途
採
用
が
増
え
た
。
有
名
大
の
新
卒
を
奪
い
合
う

時
代
は
も
う
終
っ
た
。
多
く
の
人
び
と
が
、
入
試
に
代
わ
る
も

っ
と
ま
と
も
な
シ
ス
テ
ム
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

大
学
入
試
そ
な
く
す
に
は
、
そ
れ
よ
り
効
果
的
な
制
度
を
設

計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
制
度
が
満
た
す
べ
き
条
件
を
い
く

つ
か
あ
げ
て
み
よ
う
。

¥.. 
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ま
ず
大
学
は
あ
く
ま
で
も
、

一
部
の
人
々
が
専
門
教
育
を
受

け
る
場
で
あ
る
。
今
、
高
校
進
学
率
は
九
六
%
、
事
実
上
の
義

務
教
育
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
大
学
進
学
率
は
四
O
%
ほ
ど
。

ど
ん
な
学
生
が
ど
ん
な
大
学
に
進
学
す
る
か
、
う
ま
く
決
め
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
必
要
だ
。

次
に
コ
ス
ト
。
大
学
教
育
に
学
生
一
人
当
た
り
年
間
、
私
立

で
約
百
二
十
人
万
円
、
国
立
で
約
百
八
十
万
円
か
か
る
。
学
費

収
入
は
そ
の
半
分
か
そ
れ
以
下
に
す
ぎ
な
い
。
負
担
の
原
則
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
平
等
の
問
題
。
大
学
に
学
ぶ
機
会
が
、
所
得
の
高

い
家
庭
な
ど
特
定
の
層
に
偏
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
。

ま
た
、
教
育
に
ゆ
が
み
を
与
え
な
い
こ
と
。
学
生
が
や
る
気

を
出
し
、
大
学
が
活
性
化
し
、
高
校
以
下
の
学
校
に
も
笑
顔
が

戻
一
る
の
が
理
想
的
だ
。

社
会
人
に
大
学
を
開
放
し
優
秀
者
に
奨
学
金
を

こ
れ
ら
の
条
件
を
満
足
し
た
け
れ
ば
、
日
本
も
さ
っ
さ
と
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
シ
ス
テ
ム
を
ま
ね
る
と
い
い
と
思
う
。

ア
メ
リ
カ
に
は
一
流
大
学
が
約
五
十
校
あ
る
。
以
下
四
流
大

学
ま
で
千
校
が
ひ
し
め
い
て
い
る
。
そ
し
・
て
二
流
ぐ
ら
い
ま
で

識者の提言

成
大
学
」
な
ら
、
数
学
と
物
理
は
高
三
レ
ベ
ル
が
必
要
、
「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
養
成
大
学
」
な
ら
英
語
と
国
語
と
地
理
歴
史
は
高

二
レ
ベ
ル
が
必
要
、
な
ど
。
入
学
に
必
要
な
学
力
を
認
定
す
る

た
め
、
全
国
規
模
の
資
格
試
験
(
英
語
な
ら
英
検
み
た
い
な
も

の
)
が
い
く
つ
も
あ
る
と
良
い
。

第
三
に
、
学
費
を
高
め
に
す
る
代
わ
り
に
、
徴
収
し
た
一
部

を
、
成
績
優
秀
者
に
奨
学
金
の
形
で
還
元
す
る
。
ま
た
、
学
生

全
員
が
銀
行
か
ら
奨
学
ロ

l
ン
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

こ
う
す
れ
ば
、
親
の
所
得
と
関
係
な
く
だ
れ
で
も
大
学
に
行
き

や
す
く
な
る
。

奨
学
金
と
奨
学
ロ

l
ン
の
仕
組
み
は
、
や
や
複
雑
に
な
る

(
試
算
例
を
含
め
た
詳
し
い
説
明
は
、
堤

・
橋
爪
編
『
選
択
・

責
任

・
連
帯
の
教
育
改
革
/
完
全
版
』
〈
勤
草
書
一房
、
一
九
九

九
〉
に
あ
る
の
で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
)
。

こ
の
よ
う
に
改
革
す
る
と
、
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も

大
学
に
行
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
進
学
率
は
高
ま
る

か
も
し
れ
な
い
し
、
負
担
が
増
す
の
で
む
し
ろ
下
が
る
か
も
し

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
社
会
的
に
見
て
最
適
の
水
準
に
落

ち
着
く
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
で
は
本
人
の
負
担
が
少
な
す
ぎ
る
た
め
、
行
か
な
く
て

教育改革

の
大
学
は
、
け
つ
こ
う
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
は
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス

(
A

O
)
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
専
門
の
事
務
職
員
が
、
書
類
審

査
で
入
学
を
決
め
る
。
高
校
生
は
暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
書

類
を
出
し
ま
く
り
、
四
月
に
は
そ
の
返
事
が
来
て
入
学
先
が
決

ま
る
。
高
校
の
成
績
や
共
通
テ
ス
ト

(
S
A
T
)
の
成
績
、
エ

ッ
セ
ー
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
学
外
活
動
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
)

が
審
査
さ
れ
る
。

日
本
で
も

A
O入
試
な
る
も
の
が
増
え
て
い
る
が
、
実
態
は

推
薦
入
試
で
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム
と
は
別
の
も
の
だ
。

で
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
制
度
に
す
れ
ば
い
い
か
。

ま
ず
第
一
に
、
学
費
を
値
上
げ
し
て
、
実
際
の
経
費
に
み
あ

っ
た
も
の
に
す
る
(
コ
ス
ト
の
自
己
負
担
)
。
そ
し
て
、
コ
ス

ト
を
負
担
す
る
限
り
、
原
則
と
し
て
誰
で
も
大
学
に
入
れ
る
よ

う
に
す
る
。
入
試
が
難
し
い
か
ら
と
、
大
学
に
入
る
の
を
あ
き

ら
め
る
社
会
人
が
大
勢
い
る
。
そ
う
し
た
人
び
と
に
も
門
戸
を

開
こ
う
。

第
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
、
わ
が
校
は
ど
ん
な
教
育
を

す
る
大
学
か
、
卒
業
や
入
学
時
に
ど
れ
く
ら
い
の
学
力
を
要
求

す
る
の
か
を
決
め
て
、
発
表
す
る
。
例
え
ば
「
理
系
研
究
者
育
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い
い
人
ま
で
大
学
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
税
金
な
ど
で
一
般

国
民
が
負
担
し
、
本
人
は
受
験
で
苦
し
ん
で
い
る
。
愚
か
な
こ

と
だ
。高

校
も
書
類
で
の
選
考
と
学
力
検
定

こ
の
改
革
で
、
高
校
や
小
中
学
校
の
教
育
は
ど
う
変
わ
る
だ

ろ
、
っ
か
。

中
学
か
ら
高
校
に
進
学
す
る
の
に
、
高
校
入
試
が
あ
る
。
中

学
は
偏
差
値
輪
切
り
の
進
路
指
導
を
す
る
ほ
か
な
い
。
結
果
、

大
部
分
の
生
徒
は
不
本
意
な
入
学
と
な
り
、
意
欲
を
な
く
す
。

そ
の
あ
と
大
学
を
目
指
す
に
は
、
高
校
の
勉
強
で
は
不
十
分
だ

か
ら
、
塾
や
予
備
校
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
卒
業
す
る

だ
け
な
ら
、
ま
じ
め
に
勉
強
す
る
必
要
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
高
校
は
空
洞
化
し
、
教
育
目
標
を
見
失
っ
て
い
る
。

高
校
を
再
生
さ
せ
る
に
は
、
高
校
入
試
を
や
め
て
書
類
選
考

に
し
、
だ
れ
で
も
受
け
入
れ
る
代
わ
り
に
、
卒
業
資
格
を
明
確

に
し
て
、
高
等
学
校
学
力
検
定
試
験
(
略
し
て
高
検
)
の
制
度

を
取
り
入
れ
る
こ
と
だ
。

高
検
の
中
身
と
役
割
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
説
明
す
る
。

高
校
を
卒
業
す
れ
ば
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
、
主
要
教
科
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の
基
礎
学
力
や
一
般
常
識
が
身
に
つ
い
て
い
る
は
ず
。
と
こ
ろ

が
、
現
状
で
は
高
校
の
差
が
あ
り
す
ぎ
て
、
そ
れ
が
期
待
で
き

な
い
。
ゆ
ゆ
し
い
問
題
だ
。
そ
こ
で
学
力
証
明
の
た
め
、
高
検

を
義
務
づ
け
る
。

高
検
は
、
十
分
に
易
し
い
試
験
で
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
校

桂
木
で
は
な
く
基
本
を
出
題
す
る
。
自
動
車
逆
転
免
許
の
学
科
試

験
の
よ
う
な
、
基
礎
学
力
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
資
格
試
験

(
基
準
点
以
上
は
合
格
)
を
年
に
六
回
ほ
ど
笑
施
、
パ
ス
す
れ

ば
高
卒
と
大
学
入
学
の
資
格
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

高
校
は
、
高
検
準
備
の
場
と
し
て
再
生
す
る
だ
ろ
う
。
易
し

い
と
は
い
え
外
部
試
験
だ
か
ら
、
気
が
抜
け
な
い
。
教
員
と
生

徒
が
協
力
し
て
、
目
標
に
い
ど
む
。
そ
の
ほ
か
、
進
学
・
就
職

な
ど
個
々
人
の
能
力
や
需
要
に
応
じ
て
、
多
様
な
コ

l
ス
や
ク

ラ
ス
を
開
く
。
行
く
手
に
高
検
が
あ
れ
ば
、
小
中
学
校
で
も
授

業
に
身
が
入
る
こ
と
だ
ろ
う
。

入
試
は
な
ぜ
有
害
か
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
受
験
生
に
、
高

校
以
下
の
内
容
で
一
点
を
争
う
競
争
試
験
を
課
す
か
ら
だ
。
医

師
、
科
学
者
、
新
聞
記
者
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
法
律
家
。
そ
れ

ぞ
れ
の
資
質
は
別
の
も
の
だ
。
大
学
は
、
専
門
教
育
の
場
で
あ

る
。
競
争
は
将
来
の
専
門
で
あ
る
得
意
分
野
で
あ
れ
ば
良
い
。

模
擬
試
験
の
偏
差
値
で
、
進
む
学
科
を
決
め
る
な
ど
ば
か
げ
て

い
る
。
大
学
入
試
は
、
適
材
を
適
所
に
配
分
で
き
な
い
の
だ
。

し
か
も
、
入
る
の
が
難
し
く
て
出
る
の
が
簡
単
で
は
、
学
生

は
モ
ラ
ー
ル
(
や
る
気
)
が
わ
か
な
い
。
こ
れ
で
は
ア
メ
リ
カ

と
差
が
開
く
ば
か
り
だ
。

日
本
を
経
済
大
国
に
押
し
上
げ
た
画
一
的
な
教
育
は
、
今
や

わ
が
国
の
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
。
大
学
入
試
の
廃
止
を
含
む

教
育
の
大
改
革
を
す
ぐ
始
め
な
い
と
、
日
本
は
こ
の
ま
ま
ず
る

ず
る
と
だ
め
に
な
る
。
入
試
を
廃
止
し
奨
学
ロ

l
ン
を
全
面
的

に
採
用
す
れ
ば
、
世
代
聞
の
負
担
の
公
平
と
、
数
兆
円
に
の
ぼ

る
有
効
需
要
の
創
出
が
見
込
ま
れ
る
。
若
い
世
代
の
人
身
に
将

来
へ
の
希
望
を
与
え
、
自
己
責
任
と
選
択
の
自
由
を
与
え
る
の

は
、
大
人
世
代
の
義
務
で
あ
る
。

日
本
再
生
の
切
り
札
が
、
教
育
改
革
だ
。
教
育
改
革
国
民
会

議
の
答
申
は
生
ぬ
る
い
。
大
学
入
試
を
な
く
さ
な
い
改
革
は
改

革
で
な
い
、
と
言
い
た
い
。

、、-
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昭

和

は

遠

く

・

・

・

・

加
藤
典
洋
橋
爪
大
三
郎
竹
田
青
嗣

・【
天
皇
の
戦
争
責
任
】

匂
天
皇
の
戦
争
責
任
』
と
題
さ
れ
た
こ
の
世
苗
に
お
い

て
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
雪
一
回
う
ま
で
も
な
く
昭

和
天
皇
の
戦
争
貨
佳
で
あ
る
。
だ
が
、
今
な
ぜ
昭
和

天
皇
の
戦
争
資
任
に
つ
い
て
論
じ
ね
ば
な
ら
な
い
の

か
@
こ
れ
は
、
分
か
り
ゃ
す
そ
う
で
案
外
分
か
り
づ

ら
い
.
こ
の
座
談
は
、
昭
和
天
皇
に
は
戦
争
責
任
が
あ
る

と
す
る
加
藤
典
洋
と
他
方
戦
争
責
任
は
問
え
な
い
と

す
る
橋
爪
大
三
郎
と
の
対
談
に
竹
田
青
嗣
が
司
会
役

と
し
て
加
わ
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
戦

争
責
任
と
い
え
ば
普
通
、
昭
和
天
皇
が
侵
略
戦
争
の

開
始
遂
行
等
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
の
罪

を
問
う
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
こ
と
は
問

題
に
さ
れ
な
い
。
加
藤
と
橋
爪
の
両
者
間
で
、
ア
ジ

、-ーー-、-ー圃
人
」
と
し
て
の
「
同
時
代
的
行
為
規
範
」
に
従
っ
て

い
た
。
戦
後
社
会
を
生
き
る
我
々
も
ま
た
同
様
な
規

範
に
従
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
戦
前
の
死
者
と
我
々

は
「
ス
ト
レ
ー
ト
L

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
す
る
・

両
者
の
議
論
で
は
、
加
藤
の
方
の
話
の
分
量
が
圧

倒
的
に
多
い
こ
と
に
も
図
ろ
う
が
、
加
藤
に
分
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。
だ
が
、
議
論
の
勝
敗
巧
拙
と
は
別

の
問
題
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
私
自
身
も
天
皇
は
そ
の

戦
争
責
任
を
関
わ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
と
患
っ
て
い
る

が
、
昭
和
天
皇
の
亡
き
今
、
欠
席
裁
判
の
よ
う
な
形

あ
げ
つ
ら

で
そ
れ
を
論
っ
て
も
詮
方
な
い
。
天
皇
の
戦
争
責

任
を
追
及
せ
ぬ
ま
ま
昭
和
と
い
う
時
代
の
終
着
に
出

会
っ
て
し
ま
っ
た
我
々
が
、
そ
れ
を
追
及
せ
ぬ
ま
ま

天
皇
を
死
な
せ
た
こ
と
も
含
め
、
戦
争
責
任
の
問
題

を
ど
う
考
え
る
の
か
と
問
う
場
合
、
分
の
悪
い
橋
爪

の
方
が
こ
の
問
題
を
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
そ
れ
は
、
橋
爪
の
、
こ
の
座
談
会
を
開
く

動
機
の
不
可
解
さ
日
現
れ
て
い
る
.

こ
の
座
談
集
の
発
端
に
つ
い
て
、
橋
爪
は
、
日
本

の
「
戦
後
の
言
論
」
を
「
相
対
化
す
る
よ
う
な
大
き

な
仕
事
」
を
し
て
い
る
加
一
勝
典
洋
が
「
天
皇
に
戦
争

責
任
が
あ
る
」
と
言
っ
て
お
り
、
「
天
皇
に
戦
争
責

任
が
な
い
L

と
み
な
す
自
分
と
は
考
え
が
違
う
の

で
、
こ
の
遥
い
を
明
際
化
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に

あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
橋
爪
自
身
一
目
置
い
て
い
る

千

葉

幹

ア
で
の
侵
略
戦
争
の
罪
は
、
天
皇
一
人
に
諜
す
よ
り

も
国
民
一
人
一
人
が
主
体
的
に
引
き
受
け
る
べ
き
も

の
だ
と
す
る
合
意
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
と
い
う
の

も
、
今
日
侵
略
戦
争
の
責
任
を
天
皇
に
の
み
問
う
こ

と
は
、
一
戦
後
を
戦
前
か
ら
切
り
離
し
、
戦
後
に
生
き

る
自
分
た
ち
を
戦
前
の
問
題
に
つ
い
て
無
答
責
に
し

て
し
ま
う
と
い
う
無
責
任
き
を
呼
び
込
む
か
ら
だ
・

で
は
ど
こ
に
戦
争
責
任
を
求
め
る
の
か
。
そ
れ
は
、

法
的
、
政
治
的
、
道
義
的
責
任
の
三
つ
の
レ
ヴ
ェ
ル

で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
昭
和
天
皇
は
そ
の
法
的

責
任
を
大
日
本
帝
国
慾
法
の
寸
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ

侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
い
う
条
文
に
よ
り
免
責
さ
れ
て

い
る
・
政
治
的
責
任
に
つ
い
て
も
、
橋
爪
が
昭
和
天

皇
は
大
日
本
帝
国
慾
法
下
で
立
窓
君
主
と
し
て
の
自

加
藤
が
自
分
と
異
な
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

こ
の
座
談
の
端
緒
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の
動
機
自

体
か
な
り
個
人
的
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
・

奇
妙
な
の
は
、
な
ぜ
そ
ん
な
個
人
的
違
和
を
書
物
と

い
う
形
で
公
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と

だ
。
し
か
も
、
橋
爪
は
「
天
皇
に
戦
争
責
任
は
な

い
」
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
そ
こ
に
も
う
ひ
と
つ
の

不
可
解
さ
の
細
川
源
が
あ
る
。
昭
和
天
皇
自
身
戦
犯
と

さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
し
、
七
五
年
・
八
四
年
・
八
九

年
に
実
施
さ
れ
た
天
皇
の
戦
争
責
任
に
つ
い
て
の
世

論
調
査
で
も
い
ず
れ
も
若
干
で
は
あ
る
が
、
天
皇
に

戦
争
責
任
は
な
い
と
す
る
方
が
、
あ
り
と
す
る
方
を

上
回
っ
て
い
て
、
世
論
に
天
皇
の
戦
争
責
任
を
問
う

と
い
う
空
気
が
明
確
に
あ
る
わ
け
で
な
い
(
世
論
調

査
は
吉
田
裕
司
昭
和
天
皇
の
終
戦
史
』
を
参
照
)
。
つ
ま

り
、
敢
え
て
天
皇
に
戦
争
責
任
は
な
い
と
い
う
立
論

を
す
る
必
然
性
が
希
薄
な
の
だ
。

で
は
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
.

そ
れ
は
橋
爪
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
橋
爪
に
は
、
昭

和
天
皇
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
戦
争
あ
る
い
は
戦
後

の
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と

思
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
昭
和
天
皇
の
呪
縛
が

そ
れ
だ
け
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
呪
縛
か

ら
逃
れ
ら
れ
な
い
う
ち
は
、
主
体
的
に
今
日
の
日
本

社
会
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
も
困
難
だ
と
感
じ
ら
れ

"
す
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己
の
使
命
を
遵
泌
精
神
を
持
っ
て
十
分
果
た
し
た
と

か
な
り
踏
み
込
ん
だ
見
方
を
提
示
し
て
い
る
以
外

は
、
両
者
と
も
、
誤
っ
た
侵
略
戦
争
を
起
こ
し
た
資

任
は
日
本
国
民
に
も
あ
り
、
天
皇
だ
け
に
資
任
を
求

め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
す
る
点
で
差
異
は
な

い
・
最
後
の
天
皇
の
道
義
的
責
任
だ
が
、
加
藤
は
、

戦
争
で
死
ん
だ
三

O
O万
の
日
本
人
に
対
L
天
皇
は

道
義
的
資
任
を
負
う
と
す
る
・
橋
爪
は
道
一義
的
資
任

は
個
人
的
事
柄
で
あ
る
か
ら
問
題
外
と
す
る
・
こ
の

差
異
は
、
両
者
の
昭
和
天
皇
に
つ
い
て
の
認
識
の
相

違
の
根
幹
を
占
め
て
い
る
・
そ
し
て
そ
れ
は
、
戦
争

に
お
け
る
日
本
人
戦
死
者
を
戦
後
社
会
と
ど
う
結
び

つ
け
る
か
と
い
う
、
よ
り
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
の

両
者
の
違
い
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
・

加
藤
は
、
三

O
O万
の
戦
死
者
は
、
侵
略
戦
争
の

た
め
に
死
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
可
間
違
っ

た
」
死
'
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
戦
後
社
会
に
生
き
る

我
々
が
こ
の
「
間
違
い
L

を
「
間
違
い
」
と
し
て
受

け
止
め
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
思
考

に
資
す
る
こ
と
で
戦
争
の
死
者
と
我
々
と
の
聞
に
、

屈
折
し
た
形
で
あ
る
が
、
関
係
の
構
築
が
可
能
だ
と

す
る
@
そ
れ
に
対
し
て
、
橋
爪
は
、
日
本
の
戦
死
者

た
ち
は
ど
う
い
う
目
的
で
あ
れ
召
集
に
応
じ
て
輩
阜

し
た
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
兵
と
同
様
「
近
代
的
個
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た
か
ら
で
は
な
い
か
。
多
少
の
無
理
は
承
知
で
昭
和

天
皇
を
第
二
次
世
界
大
戦
に
対
し
無
答
責
で
あ
る
と

強
弁
す
る
こ
と
で
、
戦
後
日
本
社
会
を
渡
っ
て
き
た

昭
和
天
皇
の
影
か
ら
自
由
に
な
ろ
う
と
し
た
の
で
は

な
い
か
・
こ
れ
は
橋
爪
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
が
、

私
は
昭
和
天
皇
の
影
を
こ
の
本
に
お
け
る
寸
天
皇
L

と
い
う
語
の
用
法
の
揺
ら
ぎ
に
感
じ
た
・
「
天
皇
」

と
い
う
語
で
天
皇
制
を
意
味
し
た
り
、
昭
和
天
皇
を

意
味
し
た
り
し
て
い
る
が
、
平
成
で
あ
る
今
日
、

「
天
皇
L

と
い
え
ば
普
通
平
成
天
皇
の
こ
と
を
意
味

す
る
は
ず
だ
。
彼
ら
は
ま
る
で
未
だ
昭
和
で
あ
る
か

の
よ
う
な
語
り
方
を
し
て
い
る
。

天
皇
を
無
答
責
に
す
る
と
い
う
橋
爪
の
主
張
は
、

結
局
昭
和
天
皇
の
亡
霊
に
退
か
れ
て
い
る
こ
と
の
告

白
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
私
は
そ

れ
を
批
判
し
た
い
の
で
は
な
い
.
天
皇
の
責
任
を
問

う
加
藤
よ
り
も
、
天
皇
の
責
任
を
否
認
し
よ
う
と
す

る
橋
爪
の
方
が
は
る
か
に
天
皇
の
問
題
を
生
々
し
く

感
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
だ
・
か
つ
て
、

寸
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」
と
詠
ん
だ

俳
人
が
い
た
が
、
昭
和
が
終
わ
っ
て
十
二
年
経
過
し

た
今
日
で
も
、
昭
和
は
速
く
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る。

自干w 
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4
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今
の
大
学
生
は
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制
)中
学
生
レ
ベ
ル
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大
学
を
卒
業
す
れ
ば
い
い
就
職
が
あ
る
と

い
う
考
え
方
は
、
実
際
か
な
り
前
か
ら
崩
れ

て
い
ま
す
。
就
職
を
目
的
に
し
て
大
学
進
学

を
考
え
る
人
は
多
い
で
し
ょ
う
が
、
大
学
に

行
く
こ
と
は
就
職
に
役
立
た
な
い
。
大
学
を

出
た
か
ら
と
い
っ
て
、
特
別
優
秀
な
能
力
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
す
。

昔
は
違
い
ま
し
た
。
戦
前
の
学
生
は
、
語

学
能
力
、
基
礎
学
力
と
も
に
優
れ
、
社
会
的

評
価
も
高
か
っ
た
。
例
え
ば
大
学
を
卒
業
す

る
と
原
書
は
読
め
た
も
の
で
す
。
今
の
大
学

院
修
士
以
上
の
学
力
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

昔
の
大
学
生
は
、
優
秀
で
あ
る
こ
と
が
当

然
で
あ
る
と
さ
れ
た
た
め
、
何
か
を
知
ら
な

い
、
で
き
な
い
こ
と
を
恥
じ
た
。
大
学
進
学

率
が
1
1
2
%
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、
社

会
の
エ
リ
ー
ト
た
る
幹
持
も
あ
り
ま
し
た
。

週刊『ダイヤモンド』妥協しない大学選び

大
学
で
身
に
つ
け
る
こ
と
は

門
を
確
立
で
き
る
基
礎

の
情
こ
流
れ

東
京
工
業
大
学
大
学
院
社
会
理
工
学
研
究
科
価
値
シ
ス
テ
ム
専
攻
・
教
授

橋
爪
大
三
郎

し
か
し
、
同
年
代
の
却
%
が
大
学
に
行
く
時

代
に
な
り
、
今
の
大
学
生
に
は
そ
う
し
た
プ

ラ
イ
ド
は
な
い
。
何
事
も
、
「
で
き
な
い
」
「
知

ら
な
い
」
が
当
た
り
前
に
な
り
、
勉
強
す
る

と
ネ
ク
ラ
と
さ
え
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

現
代
の
学
生
は
、
情
報
に
詳
し
い
だ
け
で

基
礎
的
な
学
力
は
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
で
し
ょ
う
。
戦
前
の
(
旧
制
)
中
学
生
レ
ベ

ル
で
す
。

「
勉
強
し
ろ
」
「
就
職
し
ろ
」
と

も
っ
と
親
は
要
求
す
べ
き

で
は
、
就
職
に
役
立
つ
わ
け
で
も
な
い
の

に
な
ぜ
大
学
に
行
く
の
で
し
ょ
う
か
。
大
学

進
学
し
な
け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
就
職
が
な
い

と
い
う
だ
け
で
す
。
大
学
進
学
は
、
必
要
条

件
で
あ
っ
て
も
何
の
決
め
手
に
も
な
ら
な
い
。

よ
ほ
ど
し
っ
か
り
と
し
た
覚
悟
と
目
標
が
な

い
と
、
時
間
と
お
金
の
浪
費
に
な
っ
て
し
ま

う
。
行
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
行

つ
で
も
無
駄
と
い
う
の
が
現
実
で
す
。

こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
背
景
に
は
さ
ま
ざ

ま
あ
り
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
な
す
べ
き
こ

と
は
、
子
供
を
大
学
に
進
学
さ
せ
る
親
は
、

も
っ
と
子
供
に
要
求
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
「
勉

強
し
ろ
」
「
き
ち
ん
と
就
職
し
ろ
」
と
。
そ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
に
も
大
学
に
行

く
こ
と
の
意
義
を
考
え
さ
せ
る
。
大
学
に
入

れ
た
こ
と
で
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
重

要
な
の
は
、
ど
の
大
学
に
入
る
か
で
は
な
く
、

そ
こ
で
何
を
勉
強
し
た
か
で
す
。

さ
ら
に
、
大
学
は
先
生
で
選
ぶ
こ
と
。
若

手
の
優
秀
な
先
生
は
、
有
名
大
学
で
は
な
く
、

地
方
国
立
大
学
や
二
1
三
番
手
の
私
立
大
学

に
多
い
と
思
い
ま
す
。

学
生
が
大
学
に
入
っ
て
す
べ
き
は
、
社
会

人
と
し
て
必
須
と
な
る
基
礎
素
養
を
身
に
つ

け
る
こ
と
。
今
の
大
学
は
専
門
教
育
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
際
、
環
境
、
人
間
と
い
っ
た

学
際
的
な
専
門
で
は
な
く
、
哲
学
、
法
律
、

経
済
、
政
治
、
芸
術
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ

プロフィール :はしづめ・だいさぶろう 1948年神奈川

県生まれo東京大学大学院人文科学研究科社会学専攻博

士課程修了。専門分野は、理論社会学、宗教社会学、現

代アジア研究。 主な著書に 『橋爪大三郎の社会学講義j

(夏白書房)、 『橋爪大三郎コレクション I~ II U (勤草書
房)などがある。教育制度改革への提言として、 『選

択・責任 ・連帯の教育改革 (完全版)学校の機能回復を

めざして(共編H(勤草書房)があるo

エ
ン
ス
な
ど
な
ど
、
何
ら
か
の
コ
リ
ッ
と
し

た
専
門
を
決
め
、
そ
の
基
本
的
枠
組
み
、
全

体
像
を
修
得
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

大
学
で
身
に
つ
け
る
べ
き
こ
と
は
、
手
近

な
情
報
だ
け
で
物
事
を
判
断
す
る
こ
と
を
避

け
る
た
め
に
、
原
典
に
ア
ク
セ
ス
す
る
手
段
で

す
。
流
行
っ
て
い
な
い
こ
と
の
な
か
に
本
質

が
あ
る
か
ら
で
す
。
会
社
に
入
っ
て
か
ら
も
、

情
報
を
取
っ
て
こ
ら
れ
る
能
力
は
重
要
で
す
。

本
来
の
大
学
生
と
大
衆
の
大
き
な
分
岐
点

の
一
つ
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
以
外
か
ら
情
報
収
集
で
き
る
か
ど
う

か
な
の
で
す
。

(
談
)
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「
無
競
争
」
「
豊
か
な
」
時
代
の
子
ど
も
た
ち
に
ま
意
欲
〉
を
持
た
せ
る
仕
組
み
を
ど
う
つ
く
る
か
。

め
い
め
い
が
自
分
の
ベ
ー
ス
で
、
友
だ
ち
に

刺
激
さ
れ
な
が
ら
自
分
の
目
標
に

辿
り
着
こ
う
と
頑
張
る
本
来
の
競
争
を

32 
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ど
の
子
も
満
足
で
き
る
レ
l
ス
に

総合教育技術 200L9

学
ぶ
意
欲
の
あ
る
子
と
学
ぼ
う
と
し
な
い
子
に
二
極

化
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
当
然
の
成
り
行
き
だ
と

思
い
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
の
レ
1
ス
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ヨ
ト
イ
ド
ン
で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
ど
ん
ど
ん
差
が
つ
い
て
く
る
。
先
頭
集
団
に

い
る
人
た
ち
は
よ
し
行
け
る
ぞ
と
、
周
り
か
ら
の
戸
援

を
受
け
て
、
苦
し
い
な
が
ら
も
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。
で
も
、
先
頭
に
う
ん
と
引
き
離
さ
れ
た
後
ろ

の
方
で
は
、
た
だ
苦
し
い
ば
か
り
で
す
。
「
ど
う
せ
ゴ
ー

ル
ま
で
行
っ
た

っ
て
た
か
が
し
れ
て
い
る
」
と
、
レ
ー
ス

を
放
棄
し
て
し
ま
う
人
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
の
学
校
教
育
は
、
ま
さ
に
マ
ラ
ソ
ン
レ
l
ス
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
小
学
校
か
ら
始
ま
り
、
中
学
校
、

高
校
、
大
学
、
さ
ら
に
は
大
学
院
と
、

学
ぶ
期
間
が
「
長

どう喚起し、維持 ・継続するか

親
は
子
ど
も
を
一
人
前
に
育
て
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
必
要
な
ら
子
ど
も
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、

勉
強
さ
せ
て
い
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
人
と

子
ど
も
の
信
頼
関
係
が
必
要
で
す
。
大
人
の
言
う
と
お

り
に
学
べ
ば
大
丈
夫
だ
と
子
ど
も
が
思
え
る
ご
と
が
大

切
で
す
。

学
校
教
育
は
、
子
ど
も
と
そ
の
親
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
親
は
子
ど
も
に
責
任
を
持
つ
以
上
、
学
校
に

対
し
、
も
っ
と
積
極
的
に
意
見
を
言
う
べ
き
だ
し
、
学

校
の
選
択
も
で
き
る
乙
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
い

ま
の
学
校
は
親
の
口
出
し
を
嫌
が
る
。
親
を
煙
た
い
存

在
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
だ
め
で
す
。

ま
ず
学
校
が
先
に
あ

っ
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
つ
く

ら
れ
、
子
ど
も
は
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ど
お
り
に
学
ぶ

い
ま
の
教
育
は
、
ま
る
で
工
場
と
同
じ
で
す
。
そ
の
反

対
に
、
ま
ず
地
域
が
存
在
し
、
地
域
の
子
ど
も
が
通
う

学
校
を
つ
く
る
。
そ
れ
に
は
ど
ん
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

よ
い
か
、
校
長
や
教
師
は
ど
ん
な
人
材
が
必
要
か
を
考

え
て
い
く
と
い
う
、
発
想
の
転
換
が
大
切
で
す
。

そ
の
実
現
に
向
け
た
方
法
の
一
つ
が
、
学
区
制
の
廃

止
で
す
。
自
分
の
子
ど
も
に
合
っ
た
学
校
を
主
体
的
に

選
ぶ
と
と
で
、
親
が
教
育
の
責
任
主
体
で
あ
る
乙
と
が

は
っ
き
り
し
ま
す
。
学
校
も
、
自
校
を
選
ん
で
も
ら
お

う
と
教
育
の
充
実
を
図
る
で
し
ょ
う
。
初
め
は
設
備
の

違
い
な
ど
で
人
気
の
差
が
つ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

〈学ぶ意欲〉の低下

距
離
」
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
。
じ
わ
じ
わ
と
順
位
が
下
が

っ
て
い
く
と
、
ど
乙
か
の
地
点
で
い
き
な
り
大
逆
転
と

い
う
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
え
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
、
ど
の
子
も
満
足
す
る
レ
l
ス
が
で
き

る
の
か
。
そ
も
そ
も
レ
l
ス
の
あ
り
方
が
間
違
っ
て
い

る
の
で
す
。
順
位
を
競
う
の
で
は
な
く
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
走
り
、
ゴ
ー
ル
に
辿
り
着
け
ば
ほ
め
ら
れ
る
も
の

に
す
れ
ば
い
い
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
提
唱
し
て
い
る

の
が
、
高
校
卒
業
に
相
当
す
る
学
力
を
認
定
す
る
外
部

基
準
の
テ
ス
ト
「
高
校
検
定
試
験
」
で
す
。
「
入
学
し
た

学
校
の
偏
差
値
ラ
ン
ク
」
で
は
な
く
、
「
高
校
を
卒
業
す

る
に
値
す
る
学
力
」
と
い
う
共
通
の
ゴ

l
ル
に
到
着
す

れ
ば
い
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。

「
選
ん
だ
」
と
い
う
満
足

子
ど
も
が
楽
し
く
学
べ
る
授
業
に
力
を
入
れ
て
い
る

過
渡
的
な
問
題
に
過
ぎ
な
い
と
思
い
ま
す
。
教
育
は
あ

く
ま
で
も
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ
ワ
1
」
の
養
成
で
す
か
ら
、

徐
々
に
中
身
の
充
実
に
焦
点
が
移
っ
て
い
く
。
そ
の
う

ち
、
学
校
の
カ
ラ
ー
や
子
ど
も
と
の
相
性
な
ど
も
考
慮

す
る
と
い
う
ふ
う
に
落
ち
着
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

「
こ
の
学
校
を
選
ん
だ
」
と
い
う
意
識
は
、
親
の
満
足
度

を
高
め
ま
す
。
最
近
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
、
学
区

制
の
自
由
化
を
実
施
し
始
め
ま
し
た
が
、
よ
い
方
向
だ

と
思
い
ま
す
。

本
来
の
競
争
と
は

私
の
提
言
の
中
に
は
、

実
現
に
向
か
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ

れ
な
ら
現
行
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
子
ど
も
に
学
ぶ
意

欲
を
持
っ
て
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
私
は
、

そ
の
道
の
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
、

が
じ
か
に
学
ぶ
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
パ
ン
屋
さ
ん
と

一
緒
に
パ
ン
、つ
く
り
を
す

る
。
同
じ
材
料
を
使
っ
て
も
、
膨
ら
み
方
や
食
感
が
全

然
違
う
ご
と
に
、

子
ど
も
た
ち

子
ど
も
た
ち
は
驚
き
、

尊
敬
の
念
を
抱
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
技
能
に

そ
こ
ま
で
到
達
す

る
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
修
練
が
必
要
で
あ
る
と

と
や
、
プ
ロ
の
厳
し
さ
を
学
ぶ
子
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、

情
報
を

大
量
消
費
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と

学
校
や
教
師
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。
で

も

、

「

学

ぶ
意
欲
」
重
視
の
姿
勢
は
、
と
も
す
れ
ば
子
ど
も
に
お

も
ね
り
、
学
び
た
く
な
け
れ
ば
無
理
に
学
ば
な
く
て
も

い
い
と
い
う
考
え
方
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

義
務
教
育
段
階
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
半
ば
強
制
的

に
覚
え
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い
内
容
も
多
い
と
、
私
は

思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
子
ど
も
本
人
の
利
益
に
な
る

こ
と
が
明
々
白
々
だ
か
ら
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
字
を
読
み
、
か
ん
た
ん
な
計
算

が
で
き
る
。
乙
れ
は
、
日
本
の
義
務
教
育
の
定
着
度
が

極
め
て
高
い
証
拠
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
漢
字
を
覚

え
る
学
習
は
、
あ
ま
り
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
学
校
で
習
っ
た
基
本
が
身
に
つ
い
て
い

れ
ば
〉
社
会
に
出
た
と
き
に
再
教
育
な
し
で
す
み
ま
す
。

学
ん
、だ
こ
と
の
利
益
は
、
実
際
に
社
会
に
出
た
と
き
、

初
め
て
実
感
で
き
る
の
で
す
。

こ
の

構成/関原美和子

の
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
機
会
が
な
い
と
、
自
分
の

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
見
つ
け
る
の
は
む
ず
か
し
い
と
思

う
の
で
す
。

競
争
を
よ
し
と
し
な
い
風
潮
が
学
校
に
は
あ
る
よ
う

で
す
が
、
こ
の
社
会
に
は
競
争
が
現
に
存
在
し
て
い
ま

す
。
相
対
評
価
を
前
提
と
す
る
学
校
内
で
の
順
位
付
け

は
、
せ
い
ぜ
い
受
験
競
争
の
目
安
に
な
る
と
し
て
も
、

実
社
会
で
は
意
味
を
持
ち
ま
せ
ん
。
-
番
で
も

1
0
0

番
で
も
、
パ
ン
屋
さ
ん
は
パ
ン
屋
さ
ん
。
お
い
し
い
パ

ン
が
つ
く
れ
れ
ば
、
そ
こ
へ
買
い
に
行
く
の
で
す
。

社
会
の
中
の
競
争
は
、
も
っ
と
優
し
く
て
ア
バ
ウ
ト

な
は
ず
で
す
。
ク
ラ
ス
の
中
で
何
位
な
ど
と
い
う
競
争

を
強
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
ま
で
学
べ
ば
よ
い
と
い

う
ゴ

l
ル
を
設
け
て
や
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
め
い
め
い

が
自
分
の
ぺ
l
ス
で
、
友
だ
ち
に
刺
激
さ
れ
な
が
ら
精

一
杯
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
本
来
の
競
争

だ
と
思
う
の
で
す
。
周
り
に
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
い
る

学
校
で
こ
そ
、
そ
う
い
う
社
会
性
を
持
っ
た
意
欲
が
育

て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

(
談
)
ゆ

.はしづめ だいさぶろう 社会学専攻。主な著書に 『選択・ 責任 ・連帯の教青改革/完全版J(主力草書房)r幸福
のっくりかた1(ポット出版)r世界がわかる宗教社会学入問J(筑摩書房)など。。3-3 
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ア

メ

リ

カ

へ

の

同

時

多

発

テ

口

は

「

文

明

の

衝

突

」

を

連

想

さ

せ

た

。

し

か

し

、

文

化

や

文

明

の

違

い

が

た

だ

ち

に

対

立

や

紛

争

、

テ

口

や

戦

争

を

ひ

き

起

こ

す

わ

け

で

は
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
の
同
時
多
発
テ
ロ
の
背
景

に
、
イ
ス
ラ
ム
教
文
明
と
キ
リ
ス
ト
教
文

明
の
対
立
を
読
み
取
る
人
も
多
い
か
も
し

れ
な
い
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
い
う
「
文
明

の
衝
突
」
が
眼
前
に
惨
劇
と
な
っ
て
繰
り

広
げ
ら
れ
た
、
と
い
う
わ
け
だ
。
け
れ
ど

も
そ
れ
こ
そ
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
思
う
つ
ぼ
。

私
は
「
文
明
の
衝
突
」
論
は
リ
ア
リ
テ
ィ

ー
に
欠
け
た
議
論
で
あ
る
と
悶
ゃ
っ
。
ひ
と

こ
ろ
そ
れ
が
も
て
は
や
さ
れ
た
の
は
、
冷

戦
を
終
え
た
ア
メ
リ
カ
の
特
殊
事
情
も
あ

っ
た
。
冷
静
に
そ
の
あ
た
り
を
見
る
と
ど

う
な
る
か
。

冷
戦
時
代
、
米
ソ
は
寧
拡
競
争
に
明
け

暮
れ
、
巨
額
の
軍
事
費
が
費
や
さ
れ
た
。

八ンチントンの誤り

米
同
時
テ
ロ
は

「
文
明
の
衝
突
」
で
は
な
い

対
立
を
回
避
す
る
道
は
あ
る

池
j畢

夏
樹

評

天
皇
の
戦
争
責
任

橋
爪

大
三
郎
は
し
づ
め

加
藤
典
洋
、
橋
爪
大
三
郎
、
竹
田
青
嗣
著
(
径
書
房
・

2
9
0
0円
)

そ
の
名
の
と
お
り
、
昭
和
天
皇
の

戦
争
責
任
の
有
無
を
論
戦
と
い
う
か

た
ち
で
考
察
す
る
本
で
あ
る
。
加
藤

は
天
皇
に
責
任
あ
り
と
主
張
し
、
橋

爪
は
無
し
と
言
い
、
竹
田
は
聞
に
入

ち
み
つ

っ
て
行
司
役
を
つ
と
め
る
。
徹
密
な

議
論
が
五
百
ペ
ー
ジ
近
く
続
く
。

こ
れ
が
途
中
で
ゃ
め
ち
れ
な
い
ほ

ど
お
も
し
ろ
い
。
そ
の
理
由
は
ま
ず
、

三
人
が
実
際
に
卓
を
囲
ん
で
議
論
す

る
と
い
う
形
式
が
こ
の
テ
l
マ
に
合

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
加
藤
と
橋

爪
の
主
張
の
隔
た
り
が
乙
の
テ
l
マ

を
総
合
的
に
論
じ
る
の
に
最
適
だ
っ

た
か
ち
だ
。
両
者
は
自
説
を
述
べ
つ

つ
、
相
手
の
言
う
こ
と
を
聞
き
、
反

論
す
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
長
い
ラ

リ
ー
を
可
能
に
す
る
だ
り
の
コ

l
ト

の
広
さ
と
ネ
ツ
ト
の
適
切
な
一
旦
壇
上

そ
れ
に
プ
レ
イ
ヤ
ー
二
人
の
伎
何

が
あ
る
。
竹
田
の
「
ま
え
が
き
」
が
わ
か
り

や
す
い
。
彼
は
今
ま
で
こ
の
問
題
に

つ
い
て
い
く
ら
議
論
し
て
も
「
そ
れ

は
、
論
者
に
と
っ
て
は
、
彼
が
『
革

新
派
』
に
属
す
る
か
『
保
守
派
』
に

属
す
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
答
え
が

ほ
ぼ
自
動
的
に
決
定
さ
れ
る
よ
う
な

問
題
と
し
て
存
在
し
て
き
た
」
乙
と

と
言
っ
。
つ
ま
り
広
す
ぎ
る
コ

l
ト

加
藤
は
、
昭
和
天
皇
に
は
ま
ず
日

本
の
戦
死
者
に
対
す
る
「
責
任
」
が

あ
る
、
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
天

皇
は
臣
民
に
『
自
分
の
た
め
に
、
お

前
た
ち
は
戦
争
に
行
っ
て
、
頑
張
っ

て
死
に
な
さ
い
』
」
と
言
っ
た
に
も

か
か
わ
ち
ず
、
戦
後
に
な
っ
て
そ
の

だ
い
さ
ぶ
ろ
う

東
京
工
業
大
学
教
授
(
社
会
学
)

び
に
日
本
国
憲
法
に
お
げ
る
天
皇
の

職
掌
は
分
り
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

天
皇
の
名
に
お
い
て
開
戦
を
し
た
か

ち
天
皇
の
名
に
お
い
て
終
戦
を
宣
言

し
た
。
と
れ
は
当
然
。
し
か
し
、
そ

の
問
、
大
日
本
帝
国
は
天
皇
の
名
に

お
い
て
戦
争
を
遂
行
し
て
い
た
の

だ
。
そ
の
名
の
下
に
国
民
は
戦
場
に

赴
き
、
戦
死
し
、
あ
る
い
は
民
間
人

の
身
分
の
ま
ま
に
殺
さ
れ
た
の
だ
。

で
は
、
昭
和
天
皇
個
人
で
は
な
く
、

そ
の
「
天
皇
の
名
」
に
寅
任
は
生
じ

な
い
の
か
?

一え
い
ま
い

王
が
た
ま
た
ま
英
連
で
あ
れ
ば
国

論
戦
で
解
く
戦
後
日
本
精
神
史
の
最
大
課
題

で
相
手
に
居
か
な
い
サ
l
ブ
を
交
互

に
繰
り
返
す
よ
つ
な
不
毛
の
ゲ
1
ム

だ
っ
た
。
乙
の
二
人
の
言
葉
は
噛
み
合
い
、

話
が
弁
証
法
的
に
う
ま
く
展
開
し
て

い
る
。
結
論
を
言
え
ば
彼
ら
は
最
後

ま
で
お
互
い
を
説
得
論
破
し
て
意
見

を
変
え
さ
せ
る
乙
と
は
で
き
な
い
の

吃
が
、
し
か
し
そ
乙
に
至
る
議
論
の

中
に
、
乙
の
戦
後
日
本
精
神
史
の
最

大
課
題
の
論
点
は
す
べ
て
き
ち
ん
と

整
理
し
た
形
で
出
て
い
る
。

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
一
方
的
に
打
ち

切
っ
た
か
ら
。

そ
れ
に
対
し
て
橋
爪
は
「
政
治
的

な
責
任
に
つ
い
て
は
、
天
皇
は
本
来

政
治
的
な
存
在
で
な
く
、
政
治
的
に

行
動
す
べ
き
立
場
に
な
か
っ
た
の
だ

か
ら
、
政
治
責
任
は
生
じ
よ
つ
が
な

い
。
た
ま
た
ま
政
治
的
に
行
動
せ
ざ

る
を
え
な
い
局
面
の
な
か
で
は
、
昭

和
天
皇
は
ベ
ス
h
の
選
択
を
し
て
い

る
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、
立
憲
君
主

制
の
も
と
で
は
違
法
な
行
為
を
し
な

い
か
ぎ
り
君
主
は
責
任
を
間
わ
れ
な

い
と
い
う
わ
り
だ
。

こ
の
前
提
か
ら
始
め
て
、
二
人
は

満
州
事
変
か
ら
東
京
裁
判
に
至
る
昭

和
史
の
各
局
面
を
具
体
的
に
検
証
し

て
ゆ
く
。
橋
爪
が
「
ベ
ス
ト
の
選
択
」

と
呼
ぶ
天
皇
の
判
断
に
対
し
て
加
際

は
「
『
結
果
オ
1
ラ
イ
』
と
『
信
賞

必
罰
の
不
実
行
』
」
と
い
う
問
題
が

つ
い
て
ま
わ
っ
た
と
言
う
。

行
司
役
の
竹
田
が
橋
爪
の
説
を
受

け
て
「
天
皇
は
近
代
的
な
立
憲
君
主

た
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
限
か
ら
そ
の
こ
と
を
う
ま
く
実

行
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
像
が
か

な
り
実
情
に
近
か
っ
た
と
し
て
も
、

天
皇
が
そ
う
い
う
立
場
に
あ
っ
た
以

ょ
、
誰
も
彼
の
戦
争
資
任
を
追
及
で

き
な
い
と
い
う
言
い
方
に
は
す
ぐ
に

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
僕
の
感

じ
で
す
」
と
言
う
。

乙
う
い
う
議
論
の
流
れ
を
追
っ
て

い
る
と
、
聴
衆
の
一
人
と
し
て
会
場

か
ら
手
を
挙
げ
て
発
言
し
た
く
な

る
。
昭
和
天
皇
と
い
う
個
人
の
人
柄

や
性
格
と
、
大
日
本
帝
国
憲
法
な
ら

民
は
幸
い
、
暗
愚
で
あ
れ
ば
不
幸
、

と
い
う
運
命
論
か
ら
国
家
を
放
う
た

め
に
立
憲
君
主
制
と
い
う
も
の
が
作

ら
れ
た
。
王
の
職
掌
と
玉
の
人
格
を

切
り
離
す
。
そ
の
趣
旨
に
従
え
ば
、

こ
の
「
天
皇
の
名
」
は
戦
後
の
あ
る

時
点
で
閉
じ
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
。

つ
ま
り
昭
和
天
皇
は
退
位
す
べ
き
だ

っ
た
。
大
日
本
帝
国
震
活
に
退
位
の

規
定
が
な
い
と
い
う
橋
爪
の
指
摘
は

あ
ま
り
に
形
式
論
に
思
わ
れ
る
(
と

い
う
ぼ
く
の
考
え
は
、
戦
死
者
に
対

す
る
貨
任
と
い
う
加
藤
の
説
と
重
な

っ
て
い
る
か
)
。

昭
和
天
皇
の
戦
後
の
沈
黙
は
も
っ

と
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
回
顧

録
は
書
か
れ
な
か
っ
た
か
。
一
九
七

五
年
に
戦
争
資
任
に
つ
い
て
問
わ
れ

た
時
、
な
ぜ
「
そ
う
い
う
言
葉
の
ア

ヤ
に
つ
い
て
は
、
私
は
そ
う
い
う
文

学
方
面
は
あ
ま
り
研
究
も
し
て
い
な

い
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
答

え
た
の
か
。
死
者
へ
の
寅
任
が
言
葉

の
ア
ヤ
?

あ
る
い
は
、
「
一
九
四
七
年
九
月

と
い
う
時
点
で
、
た
と
え
ば
乙
の
人

(
昭
和
天
皇
)
は
ア
メ
リ
カ
に
沖
縄

の
軍
事
基
地
と
し
て
の
使
用
を
提
案

し
て
い
る
」
け
れ
ど
、
沖
縄
戦
惨
厳

の
将
大
田
実
を
し
て
「
沖
縄
県
民
斯

ク
戦
へ
リ
、
県
民
ニ
対
シ
後
世
特
別

ノ
御
高
配
ヲ
賜
ハ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」
と

ま
で
打
電
さ
せ
た
沖
縄
を
な
ぜ
彼
は

棄
て
た
の
か
?

い
や
、
こ
れ
は
職
掌
論
で
は
な
く

人
絡
論
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
ず

れ
に
し
て
も
昭
和
天
皇
は
戦
前
戦
後

日
本
の
要
の
位
置
に
あ
っ
た
。
そ
こ

に
返
ら
な
け
れ
ば
前
に
は
進
め
な

い
。
こ
れ
は
過
去
の
く
び
き
か
ら
わ

れ
わ
れ
を
解
放
す
る
た
め
の
必
読
の

書
で
あ
る
。

2001.11.12 Zコノミスト
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叩
年
代
に
は
そ
れ
が
一
転
し
て
、
軍
事
費

削
減
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
3
0
0
0億ドル

に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
「
平
和
の
配
当
」
の

お
陰
で
ア
メ
リ
カ
経
済
は
こ
こ
叩
年
、
繁

栄
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て

も
い
い
。
一
方
で
、
当
然
な
が
ら
軍
事
産

業
は
勢
い
を
失
っ
た
。

し
か
し
、
筆
事
産

業
の
衰
退
は
ア
メ
リ
カ
の
ハ
イ
テ
ク
基
盤

の
弱
体
化
に
つ
な
が
り
、
軍
事
力
を
背
景

に
し
た
ア
メ
リ
カ
の
一
国
支
配
体
制
の
基

盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
冷

戦
当
時
の
ソ
速
に
代
わ
る
、
新
た
な
「
敵
」

の
存
在
が
必
要
に
な
っ
た
。
対
立
の
構
図

を
維
持
す
る
た
め
の
、
仮
想
敵
と
目
さ
れ

た
の
が
イ
ス
ラ
ム
、
中
国
の
二
つ
の
文
明

圏
だ
っ
た
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
と
そ
の
グ
ル

ー
プ
の
着
想
は
そ
れ
な
り
の
影
矧
売
を
持

っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

そ
う
し
た
国
内
事
情
が
あ
っ
た
。

弱
者
の
戦
略
は

衝
突
で
は
忽
く
協
力

「
文
明
の
衝
突
」
論
に
は
、
当
た
っ
て
い

る
部
分
も
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
、
中
国
文
明

を
偉
大
な
ラ
イ
バ
ル
と
認
め
て
い
る
点

だ
。
両
文
明
と
も
近
代
化
に
手
間
ど
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
ど
ち
ら
も
世
界
的
な
文
明
超

大
国
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

イ
ス
ラ
ム
は
、
サ
ラ
セ
ン
帝
国
以
来
の
、

輝
か
し
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
中
国
も

清
朝
の
後
半
か
ら
は
列
強
に
侵
略
さ
れ
た

が
、
そ
れ
ま
で
は
ど
の
王
朝
も
、
常
に
世

ば
、
何
を
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う

心
理
に
陥
る
。
地
球
資
源
も
限
ら
れ
て
い

る
中
で
、
す
べ
て
の
人
に
希
望
を
与
え
る

の
は
雌
し
い
こ
と
だ
が
、
「
文
明
の
衝
突
」

論
は
、
希
望
を
作
り
出
す
責
任
を
放
棄
す

る
も
の
だ
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
軍
事
衝

突
が
起
き
れ
ば
、
再
び
、
た
く
さ
ん
の
難

民
が
生
ま
れ
る
。
失
う
も
の
が
な
い
難
民

は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
視
床
に
な
る
。
戦
争

で
親
兄
弟
を
な
く
し
た
若
者
た
ち
に
、
テ

ロ
リ
ス
ト
が
声
を
か
け
る
。
「
ア
メ
リ
カ

の
せ
い
だ
、
ア
メ
リ
カ
は
大
M
伊
魔
だ
。
資

金
は
出
す
か
ら
コ
マ
ン
ド
に
な
っ
て
活
躍

し
な
い
か
」
と
。

い
ま
の
ア
メ
リ
カ
は
独
善
性
が
強
す
ぎ

る
。
ア
メ
リ
カ
以
外
は
、
自
治
能
力
の
な

い
国
ば
か
り
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
世

界
の
警
察
官
と
し
て
出
て
い
く
。
確
か
に

ア
メ
リ
カ
が
世
界
的
に
軍
事
カ
を
展
開
し

な
い
と
、
国
際
秩
序
は
も
っ
と
混
乱
す
る

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
は
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
軍
事
力
だ
け
で
話

が
終
わ
り
な
ら
、
子
供
の
け
ん
か
と
同
じ

だ
。
腕
力
の
強
い
お
兄
ち
ゃ
ん
キ
」
述
れ
て

く
れ
ば
、
そ
れ
で
終
わ
り
と
は
い
か
な
い
。

問
題
は
そ
の
先
に
あ
る
。
向
じ
事
件
や
紛

争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
も
っ
と
釧

か
な
工
夫
、
知
恵
が
必
要
だ
。
た
と
え
ば
、

難
民
の
生
活
安
定
、
固
有
文
化
の
尊
重
、

産
業
振
興
な
ど
の
長
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
準

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宗
教
が
紛
争
の
原
因
で
あ
る
か
の
よ
う

に
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
政
治
的
な
対
立

界
で
最
大
最
強
の
国
家
で
あ
り
続
け
た
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ど
ち
ら
も
キ
リ
ス
ト
教

と
は
異
な
る
独
自
の
宗
教
を
持
っ
て
い
る

こ
と
。
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
り
、
ど
ち
ら

の
文
明
も
強
烈
な
プ
ラ
イ
ド
と
価
値
観
が

邪
魔
を
し
て
、
西
欧
の
制
度
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
、
近
代
化
が
難
航

し
た
。
宗
教
が
強
烈
だ
と
、
伝
統
的
な
行
動
様

式
に
縛
ら
れ
る
。
清
朝
は
儒
教
の
シ
ス
テ

ム
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
近
代
化
に
抵
抗
が
起
こ
り
、
「
洋
務

運
動
」
も
失
敗
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
も
同
じ

で
、
社
会
制
度
が
イ
ス
ラ
ム
法
に
規
定
さ

れ
る
か
ら
、
な
か
な
か
西
欧
流
の
政
治
、

経
済
シ
ス
テ
ム
に
適
合
し
な
い
。
民
主
主

義
や
資
本
主
義
の
制
度
と
折
り
合
い
を
つ

け
る
の
に
時
間
が
か
か
る
わ
け
だ
。

こ
う
し
た
事
態
を
「
文
明
の
衝
突
」
と

呼
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
か
。
私
は
そ
う
は
思
わ

な
い
。
大
多
数
の
中
園
、
イ
ス
ラ
ム
の
人

び
と
は
、
近
代
化
を
成
功
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
は
欧
米
と
衝
突
す
る

の
で
は
な
く
、
同
盟
・
協
力
し
た
方
が
い

い
こ
と
は
、
百
も
承
知
で
あ
る
。
自
分
た

ち
の
文
明
に
問
題
点
が
多
い
こ
と
も
、
よ

く
知
っ
て
い
る
。
い
ま
は
欧
米
が
強
者
で
、

イ
ス
ラ
ム
や
中
国
は
弱
者
だ
。
弱
者
の
戦

略
は
強
者
と
の
同
盟
で
あ
り
、
衝
突
は
最

悪
だ
。
日
本
も
、
近
代
化
の
過
程
で
イ
ギ

リ
ス
と
同
盟
を
結
び
、
繁
栄
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
戦
後
は
日
米
同
盟
が
そ
の
役
割

を
果
た
し
た
。

を
宗
教
の
対
立
と
し
て
装
う
の
は
、
政
治

が
よ
く
使
、
つ
手
法
だ
。
宗
教
的
な
対
立
が

先
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
何
か
ほ
か
の
原
因

を
考
え
る
べ
き
で
、
順
序
が
逆
だ
と
思
う
。

今
回
の
よ
う
な
惨
劇
を
自
に
す
る
と
文

化
、
文
明
の
逃
い
を
乗
り
越
え
る
の
は
脈

し
い
と
、
短
絡
的
に
反
応
し
て
し
ま
い
が

ち
だ
。
た
し
か
に
異
な
る
文
化
同
士
は
、

な
か
な
か
迎
解
し
合
え
な
い
し
、
お
お
む

ね
偏
見
を
持
ち
合
、
っ
。
で
も
そ
れ
で
は
、

多
く
の
人
び
と
が
述
帯
し
団
結
し
協
調
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
人
頒
は
、
文

化
や
民
族
を
超
え
て
連
帯
す
る
工
夫
を
生

み
出
し
て
き
た
。
そ
れ
が
文
明
だ
。
あ
る

宗
教
を
信
じ
る
者
は
す
べ
て
平
等
だ
と

か
、
ロ
ー
マ
の
万
民
法
な
ら
、
ど
の
植
民

地
、
ど
の
民
族
で
あ
れ
ロ

l
マ
市
民
権
を

持
つ
者
は
平
等
な
扱
い
や
」
受
け
る
と
か
い

っ
た
、
工
夫
を
生
み
出
し
て
き
た
。

対
立
を
回
避
す
る
思
想

「
多
文
化
主
義
」

問
題
は
、
文
明
が
ま
だ
ら
に
分
布
し
て

い
る
こ
と
だ
。
文
化
の
相
違
や
対
立
を
克

服
す
る
工
夫
で
あ
る
文
明
も
、
ほ
か
の
文

明
と
は
対
立
す
る
の
で
、
文
明
の
上
位
概

念
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
国
際
社
会
と

か
国
連
と
か
の
枠
組
み
は
あ
る
。
そ
れ
で

も
近
代
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
文
明
が
世
界

を
主
導
し
、
イ
ス
ラ
ム
や
中
国
文
明
は
従

属
的
な
佼
置
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
英
語

は
ロ
ー
カ
ル
な
善
一
塁
間
だ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
言
語
と
し
て
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。
ア
ラ

テ
ロ
に
つ
け
る

最
良
の
薬
は
「
希
望
」

と
こ
ろ
が
テ
ロ
リ
ス
ト
は
、
協
力
よ
り

も
衝
突
を
選
ぶ
。
テ
ロ
リ
ス
ト
の
特
徴
は
、

ま
ず
第
一
に
、
弱
い
こ
と
。
相
手
に
戦
争

を
仕
掛
け
る
ほ
ど
に
は
強
く
な
い
。
第
二

に
、
正
当
性
を
主
張
す
る
こ
と
。
相
手
が

絶
対
に
間
違
っ
て
い
る
と
信
じ
込
み
、
自

分
の
正
し
さ
に
疑
い
を
持
た
な
い
。
第
三

に
、
性
急
な
こ
と
。
い
ま
行
動
し
な
け
れ

ば
チ
ャ
ン
ス
を
失
う
と
思
っ
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
は
数
年
前
、
ビ
ン
ラ
デ
イ
ン
の
暗

殺
を
企
て
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
捕

獲
作
戦
を
行
う
つ
も
り
で
準
備
を
進
め
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
。

7
メ
リ
カ
の
思
惑

通
り
に
事
が
進
め
ば
、
こ
れ
ま
で
築
い
た

テ
ロ
組
織
も
ム
ダ
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
相
手
が
動
き
だ
す
前
に
こ
ち
ら

が
先
制
攻
撃
を
し
な
け
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
を

失
う
と
い
う
焦
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

以
上
、
三
つ
の
特
徴
か
ら
、
テ
ロ
リ
ス

ト
は
二
段
階
の
戦
略
を
考
え
て
い
る
は
ず

だ
。
第
一
段
階
で
、
派
手
な
作
戦
を
成
功

さ
せ
て
、
ま
ず
相
手
の
面
子
を
傷
つ
け
る
。

相
手
を
打
ち
倒
す
ほ
ど
の
力
は
な
い
か

ら
、
反
撃
も
覚
悟
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
第

二
段
階
で
は
、
英
雄
的
な
作
戦
行
動
を
き

っ
か
け
に
、
広
範
な
一
般
大
衆
が
立
ち
上

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
「
ジ
ハ

l
ド」

は
そ
の
合
言
葉
だ
。

テ
ロ
リ
ス
ト
を
生
む
背
景
に
は
ア
メ
勾

ピ
ア
語
、
中
国
語
は
も
と
も
と
英
語
よ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
な
言
語
だ
っ
た
が
、
英
語
の

前
で
ロ
ー
カ
ル
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
ロ
ー

カ
ル
の
も
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
な
っ
て
い

く
の
は
自
然
な
プ
ロ
セ
ス
だ
が
、
そ
れ
は

同
時
に
不
平
等
を
生
み
出
す
。
基
軸
と
な

る
国
が
、
お
お
む
ね
利
益
を
享
受
す
る
か

ら
だ
。

ロ
ー
カ
ル
な
と
こ
ろ
を
残
す
文
明

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
値
す

る
の
か
、
い
つ
で
も
異
論
が
あ
り
う
る
。

資
木
主
義
に
し
て
も
ロ
ー
カ
ル
な
英
刀
が

残
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
国
際
標
準
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
・
摩
擦

が
生
じ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
ノ
デ
メ
リ

ッ
ト
、
コ
ス
ト
P

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
ど
う

処
迎
す
る
か
、
こ
れ
ま
で
は
成
り
ゆ
き
だ

っ
た
。
み
な
が
認
め
る
ル

l
ル
で
処
理
し

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
利

益
を
う
る
人
と
損
す
る
人
が
出
て
く
る
。

こ
の
矛
盾
が

一
ヵ
所
に
集
中
す
れ
ば
、
絶

望
を
生
み
、
テ
ロ
リ
ス
ト
を
生
む
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
コ
ス
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
処

則
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り
出
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
文
化
や
文
明
の
途
い
が
即
、

対
立
や
紛
争
、
テ
ロ
や
戦
争
を
ひ
き
起
こ

す
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
、

い
く
つ
も
の
媒
介
変
数
が
あ
る
。
日
本
は
、

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
理
解
が
乏

し
く
、
文
化
や
文
明
の
速
い
を
す
ぐ
衝
突

に
結
び
つ
け
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
が

ち
で
あ
る
。

戦
前
の
日
本
は
、
多
民
族
国
家
を
自
認

カ
の
、
「
敵
の
敵
は
味
方
'
一
と
い
う
短
絡

的
な
戦
略
が
あ
る
。
イ
ラ
ク
の
サ
ダ
ム
・

フ
セ
イ
ン
が
そ
う
だ
つ
た
。
ア
メ
リ
カ
は

イ
ラ
ン
革
命
と
の
対
抗
上
、
サ
ダ
ム
を
支

援
し
た
。
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
も
同
じ
で
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
た
ソ
述
に
対
抗

す
る
た
め
、
コ
マ
ン
ド
と
し
て
送
り
こ
ん

だ
。
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
に
し
て
み
れ
ば
、
ア

メ
リ
カ
の
た
め
に
尽
く
し
て
き
た
の
に
情

勢
が
変
わ
る
と
簡
単
に
切
り
捨
て
ら
れ
、

危
険
分
子
扱
い
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
か

つ
て
支
援
さ
れ
た
勢
力
が
、
ア
メ
リ
カ
を

逆
恨
み
す
る
と
い
う
ケ
1
ス
が
多
く
な
っ

rι
い
ヲ
@
。

「
敵
の
敵
は
味
方
」
と
い
う
プ
ラ
グ
マ
テ

ィ
ッ
ク
な
発
忽
は
、
相
手
の
仙
値
観
や
政

治
体
制
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
ア
メ
リ
カ
の

当
面
の
利
投
に
か
な
、
え
ば
識
に
で
も
支
援

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
非
民
主
的
な
政
権

も
応
援
し
て
し
ま
う
。
ア
メ
リ
カ
が
い
ま

支
援
し
て
い
る
北
部
同
盟
も
、
ゲ
リ
ラ
と

い
う
点
で
は
、
タ
リ
パ
ン
と
似
た
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
限
り
の
つ
な
が
り

で
利
用
し
尺
ミ
し
、
あ
と
は
切
り
捨
て
て

し
ま
う
。
こ
ん
な
や
り
方
は
、

長
期
的
に

は
、
目
先
の
利
爺
を
上
回
る
繍
失
に
な
る

可
能
性
が
高
い
。
敵
の
敵
が
本
当
の
敵
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。
ア

メ
リ
カ
の
外
交
戦
略
は
も
っ
と
成
熟
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

テ
ロ
に
つ
け
る
最
良
の
薬
は
「
希
望
」

だ
。
一
歩

一
歩
前
進
し
て
い
る
と
い
う
確

信
が
、
暴
力
を
遠
ざ
け
る
。
希
望
を
失
え
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し
、
台
湾
、
朝
鮮
も
日
本
だ
と
し
た
。
戦

後
は
そ
れ
を
忘
れ
て
単
一
民
族
を
'
H
P認
す

る
。
多
民
族
を
前
提
と
す
る
と
、
国
内
体

制
の
コ
ス
ト
は
高
く
つ
く
。
民
族
が
迷
、
え

ば
相
手
が
ど
う
行
動
す
る
か
、
ど
、
つ
考
え

る
か
の
予
測
が
つ
き
に
く
い
の
で
、
制
度

に
の
り
し
ろ
を
と
っ
て
お
か
な
い
と
う
ま

く
い
か
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
、
い

っ
た

ん
多
民
族
を
前
提
す
る
制
度
が
で
き
れ

ば
、
外
国
と
リ
ン
ク
す
る
際
の
コ
ス
ト
は

安
く
つ
く
。
ア
メ
リ
カ
は
多
民
篠
田
家
な

の
で
、
国
内
の
コ
ス
ト
が
高
い
が
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
し
や
す
い
。
日
本
は
そ
の
反
対

に
、
国
内
の
コ
ス
ト
を
小
さ
く
抑
え
て
い

る
分
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き
ず
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
の
が
難
し
い
。

ポ
ス
ト
冷
戦
の
新
し
い
ト
レ
ン
ド
と
し

て
、
多
元
主
義
、
多
文
化
主
義
が
前
而
に

出
て
き
た
。
途
い
の
あ
る
ま
ま
、
現
状
の

ま
ま
共
存
を
は
か
る
。
差
異
を
享
受
す
る
、

楽
し
む
。
イ
ラ
ン
の
ハ
タ
ミ
大
統
領
の
文

明
間
対
話
の
提
案
も
そ
の
流
れ
だ
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
、
多
文

化
主
義
が
正
統
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
労
働
党
ホ
イ
ッ
ト
ラ
ム

政
権
の
時
代
に
白
豪
主
義
を
捨
て
、
ア
ボ

リ
ジ
ニ
の
人
権
を
抑
圧
し
て
き
た
過
去
を

認
め
、
多
民
族
共
存
に
努
め
て
い
る
。
ア

メ
リ
カ
の
公
民
権
運
動
も
多
元
主
義
的
な

考
え
方
だ
っ
た
。
困
難
な
試
み
だ
が
、
対

立
、
紛
争
を
克
服
す
る
試
み
と
し
て
、
許

制
に
値
す
る
。
わ
が
国
も
真
剣
に
、

こ
れ

ら
を
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

ヨ
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-
宗
教
社
会
学
・

2
一
小
教
は
ハ
マ
る
と
怖
い
」
と
距
離
を
お
く
日
本
人
が
知
っ
て
お
く
べ
き
世
界
の
常
識

曙fII二=
零~-p

教57
量ガ
理ン
b盤
ね盃
ばゐ
世大
界義
は旨
理豊

橋喜等E
京iき特
至な攻

防日富

岡

「
宗
教
を
理
解
す
る
と
は
、
あ
る
国

家
・

民
族
の
信
念
体
系
を
理
解
す
る

と
い
う
こ
と
。
日
本
の
常
識
が
世
界

の
非
常
識
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
と
言
う
と
、
日
本
人
の
宗
教
音
痴

が
原
因
な
の
で
す
」

『世
界
が
わ
か
る
宗
教
社
会
学
入

巴
(
筑
摩
書
房
刊
)
の
著
者
、

橋
爪

大
三
郎
・
東
京
工
業
大
学
教
授
は
そ

う
語
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス

ラ
ム
教
か
ら
仏
教
、
日
本
人
の
宗
教

観
ま
で
、
橋
爪
氏
が
世
界
の
宗
教
を

理
解
す
る
エ

ッ
セ
ン
ス
を
指
南
す
る
。

*
 

ア
メ
リ
カ
の
同
時
多
発
テ
ロ
で
、

ハ
イ
ジ
ヤ
y
ク
さ
れ
た
旅
待
機
が
吐

界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
に
突
っ
込
み
、

ビ
ル
が
倒
峻
し
た
。
聞
け
ば
犯
人
は
、

ム
ス
リ
ム
(
イ
ス
ラ
ム
教
従
)
で
は

な
い
か
。
「
や
っ
ぱ
り
宗
教
は
怖
い
、

だ
か
ら
宗
教
と
テ
ロ
は
臓
だ
」
ー
ー

と
い
う
の
が
日
本
人
の
平
均
的
な
反

応
だ
と
す
る
な
ら
、
そ
の
と
ら
え
万

は
附
述
っ
て
い
る
。
宗
教
と
テ
ロ
は

ま
っ
た
く
相
以
す
る
も
の
だ
か
ら
だ
。

テ
ロ
は
政
域
活
動
で
あ
る
。
宗
教

は
反
対
に
、
秩
序
を
つ
く
り
、

…仰い仲山

戦
争
を
引
く
。

か
た
や
イ
ス
ラ
ム
教
に
拠
出
川
は
な

い
。
学
説
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
似

門
に
当
た
る
手
続
き
は
な
く
、
基
本

ん
な
考
え
方
の
人
間
で
も
ム
ス
リ
ム

は
ム
ス
リ
ム
だ
。
だ
か
ら
テ
ロ
リ
ス

ト
の
よ
う
な
過
激
な
信
託
が
出
て
き

て
も
俄
門
で
き
ず
、
少
々
闘
っ
た
こ

と
に
な
る
。

ま
た
、

ジ
ハ

l
ド
は
「
型
戦
」
と

訳
さ
れ
て
い
る
が
、
コ

l
ラ
ン
は
ジ

ハ
l
ド
を
「
イ
ス
ラ
ム
共
同
体
キ
九
寸

る
た
め
に
努
h
Mす
る
こ
と
」
と
定
義

的
な
安
定
し
た
H
U
会
状
態
を
つ
く
り

出
す
も
の
だ
。
宗
教
は
テ
ロ
を
命
じ

な
い
し
、
飲
迎
も
し
な
い
。

吐
界
の
ど
の
宗
教
に
も
共
通
す
る

の
は
、
「
説
も
が
同
じ
よ
う
に
世
界
を

見
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

を
私
は
「
現
実
を
つ
く
り
山
す
作
朋
」

と
呼
ぶ
。
山
首
が
同
じ
よ
う
に
現
実
を

見
る
な
ら
ば
、
皆
が
同
じ
よ
う
に
行

動
し
、
お
.瓦
い
を
辺
触
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
が
宗
教
の
持
つ
役
割

で
あ
る
。

し
か
し
凶
っ
た
こ
と
に
、
宗
教
は

惟
界
各
地
に
自
然
発
生
的
に
生
じ
る

も
の
で
、
い
き
な
り
地
球
全
体
を
カ

バ
ー
す
る
も
の
は
現
わ
れ
な
い
。
た

と
え
て
言
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の

O
S
(基
本
ソ
フ
ト
)
で
あ
る
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
と
マ
y
ク
と
リ
ナ
ッ
ク
ス

の
よ
う
な
も
の
で
、
バ
ラ
バ
ラ
に
山

て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
フ
ァ
ン
が
い

て、

一
つ
に
ハ
マ
る
と
他
の
も
の
は

使
い
に
く
い
。
そ
の
中
で

一
番
優
れ

た
も
の
が
瞥
及
す
る
と
は
限
ら
な
い

か
ら
、
少
数
派
が
多
数
派
に
比
べ
て

劣
っ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
。
す
る

と
少
数
派
は
諦
め
る
鹿
山
が
な
い
か

ら
、
腕
み
合
い
状
態
が
ず
っ
と
統
い

し
て
お
り
、
必
ず
し
も
武
総
を
取
っ

て
減
、
つ
こ
と
で
は
な
い
。

近
代
資
本
主
義
、

近
代
国
家
も
宗
教
が
生
ん
だ

近
代
国
家
を
つ
く
り
出
し
た
の
も
、

災
は
宗
教
で
あ
る
。
日
世
紀
の
マ
ル

チ
ン
・
ル
タ
l
の
宗
教
改
革
に
お
い

て
、
ル
タ
l
は
天
職
と
い
う
与
え
卜
刀

に
法
づ
き
「
世
俗
の
職
業
も
み
な
神

笠
だ
」
と
し
た
。
市
人
も
ま
た
天
職

で
あ
り
、
側
人
的
利
ヤ
ロ
の
た
め
で
な

く
、
公
共
の
た
め
必
い
人
間
を
殺
帝
一目

す
る
の
は
正
し
い
行
為
だ
と
い
う
。

「動乱の世界宗教J大事典
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て
い
く
。

ま
た
、
伐
念
な
こ
と
に
、
宗
教
は

互
い
に
偏
見
を
持
つ
よ
う
に
で
き
て

い
る
。
現
尖
の
見
方
が
述
、
つ
の
だ
か

ら
、
あ
る
宗
教
か
ら
他
の
宗
教
を
見

れ
ば
、
必
ず
間
違
っ
て
見
え
る
。
キ

リ
ス
ト
教
徒
の
日
に
は
イ
ス
ラ
ム
教

徒
が
プ
タ
を
食
べ
な
い
の
は
尖
に
ハ

カ
パ
カ
し
ど
、
映
る
し
、
イ
ス
ラ
ム
教

徒
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
む
の
が
理
解
で
き
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

念
の
た
め
に
説
明
し
て
お
く
と
、

ユ
ダ
ヤ
教
も
キ
リ
ス
ト
教
も
イ
ス
ラ

ム
教
も

一
神
教
で
、
こ
の
三
つ
の
神

は
同

一
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
の
エ
ホ

ハ
(
ヤ
1
ウ
エ
)
は
キ
リ
ス
ト
教
の

「
父
な
る
神
」
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム

教
の
「
ア
ッ
ラ
1
」
な
の
だ
。

で
は
、
ど
こ
が
述
、
つ
の
か
。
肢
も

古
い
の
は
ユ
ダ
ヤ
教
で
、
そ
の
本
質

は
州
と
の
契
約
で
あ
り
、
救
済
の
単

位
は
ユ
タ
ヤ
民
版
。
キ
リ
ス
ト
教
は

イ
エ
ス
に
よ
っ
て
仰
と
の
契
約
が
更

改
さ
れ
た
と
し、

民
政
で
は
な
く
例

人
数
消
で
あ
る
。
ま
た
キ
リ
ス
ト
教

は
イ
エ

ス
を
「
仲
の
子
」
と
し
、
父

と
子
と
聖
歌
手は
同

一
で
あ
る
と
い
う

「三
佼
J

体
」
説
を
と
る
。

こ
う
し
て
悶
家
が
暴
力
を
独
市
し
別

摘
を
与
え
る
法
の
支
配
が
で
き
あ
が

り
、
近
代
国
家
が
生
ま
れ
た
の
だ
。

ま
た
、
マ

ッ
ク
ス

・
ヴ
エ

1
バ
ー

に
よ
れ
ば
、
資
本
主
義
は
キ
リ
ス
ト

教
か
ら
偶
然
に
生
ま
れ
た
と
い
、
っ
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
最
初
の
神
学
古

『キ
リ
ス
ト
教
網
姿
』
を
若
わ
し
た

カ
ル
ヴ
7

ン
の
救
済
予
定
滋
は
、
人

間
に
は
救
わ
れ
る
人
と
救
わ
れ
な
い

人
の
-
一筏
煩
が
い
る
と
す
る
。
維
が

放
わ
れ
叫
械
が
放
わ
れ
な
い
か
、
神
は

知
っ
て
い
る
が
人
間
に
は
わ
か
ら
な

い
。
そ
こ
で
自
分
が
救
わ
れ
て
い
る
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と
昨
信
す
る
た
め
に
、

一大
臓
で
あ
る

自
分
の
附
俗
の
峨
楽
に
勤
勉
に
労
働

す
る
。
利
潤
は
、
怖
が
そ
の
労
働
を

よ
し
と
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
、
議

航
し
て
一円
び
資
本
投
下
さ
れ
た
。
こ

う
し
て
近
代
資
本
主
義
の
脱
が
ま
か

れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
方、

イ
ス
ラ
ム
社
会
に
は
、
近

代
化
が
う
ま
く
い
か
な
い
フ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
よ
う
に
私
に
は

思
え
る
。
ア
メ
リ
カ
や
凶
洋
文
明
に

ま
っ
た
く
魅
力
今
」
感
じ
て
い
な
い
の

な
ら
、
M
…
関
心
に
な
る
は
ず
だ
。
関

心
が
な
け
れ
ば
、
恨
み
も
し
な
い
。

し
か
し
イ
ス
ラ
ム
制

v
 
開
会
も
、
凶
作
文
明
に

作

U叫

強
い
魅
力
(
怖
れ
)

T
 
同
キ
品
じ
て
い
る
。
「ア

L
 日
付

メ
リ
カ
の
よ
う
に
な

明
り
た
い
」
が
出
品
品
点

刊

で
あ
り
、
そ
の
点
で

e
 

G

は
日
本
と
同
じ
な
の

佃
ピ
。

W

-d
 

M

民
な
る
の
は
、
日

色
町

本
は
ど
ん
ど
ん
変
わ

っ
て
い
け
る
こ
と
だ
。

ち
ょ
ん
ま
げ
を
す
ぐ

に
切
り
務
と
し
、
和

服
を
洋
服
に諸比九日、ぇ、

刀
を
姶
て
て
鉄
仰
を

持
っ
た
。
食
べ
な
か

っ
た
午
肉
も

}
生
懸

命
食
べ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ス
ラ

ム
は
1
0
0
0年
以

上
も
同
じ
イ
ス
ラ
ム

上/イスラム教徒にとっての『ジハ ドJI草必すしも武器を取って戦うことでは拡い.(パキスタンのヲヱッタでの礼拝風最)
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イ
ス
ラ
ム
教
は
三
つ
の
中
で
は
円以

も
新
し
く
、
孤
一言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
に

よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
。
そ
の
教
え
は

「
タ
ウ
ヒ

l
ド
(
神
の
唯

一
性
)
」
に

製
約
で
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位

一

体
と
は
決
定
的
に
民
な
る
。
イ
ス
ラ

ム
教
で
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
モ

l
ゼ、

キ
リ
ス
ト
も
哲
一百
台
と
さ
れ
る
が
、

な
か
で
も
ム
ハ
ン
マ
ド
こ
そ
が
早
川

の
煎
言
者
で
あ
り
、
彼
を
辿
し
て
話

ら
れ
た
神
の品川
M
示
が
「
コ
1
ラ
ン」

で
あ
る
。
コ
l
ラ
ン
が
神
の
定
め
た

法
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
ム
ス
リ

ム
が
メ

ッ
カ
に
巡
礼
す
る
な
ど
、
イ

ス
ラ
ム
教
徒
は
基
本
的
に

一
つ
に
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
は
イ
エ
ス
が

U
7

¥
に
死
ん
で
し
ま
い
、

教
義
が
完

成
し
な
い
う
ち
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の

で
、
信
徒
(
の
代
表
)
の
ん
品
集
会

で
あ
る
公
会
議
で
決
ま
っ
た「
学
説
」

が
信
仰
の
基
準
と
な
っ
た
。
こ
の
学

滋
に
背
く
も
の
は
災
端
と
な
り
、
即
時

端
の
考
え
に
悶
執
し
て
い
る
と
、
つ

い
に
は
恐
慌
と
さ
れ
、
殺
さ
れ
て
し

ま
う
。
災
抑
制
や
似
川
、
中
肢
に
あ
っ

た
悲
庇
縦
い
、

道
怒
二
元
論
と
い

っ

た
考
え
方
は
、

胤
な
ま
ぐ
さ
い
宗
教

法
を
守
っ
て
き
た
し
、
変
わ

っ
た
ら

ム
ス
リ
ム
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ム
ス
リ
ム
の
近
代
化
は
キ
リ
ス
ト
教

化
で
は
い
け
な
い
が
、
そ
れ
以
外
に

近
代
化
の
方
法
な
ど
見
当
た
ら
な
い
。

ム
ス
リ
ム
の
や
り
方
を
守
ろ
う
と
す

れ
ば
、
紙
製
主
義
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
し
か
し
原
則
主
義
で
は
近
代

化
が
で
き
な
い
か
ら
、
改
H

中
派
が
山

て
く
る
。
イ
ス
ラ
ム
任
会
は
こ
の
間

で
帰
れ
る
し
か
な
い
の
だ
。

日
本
人
が
分
か
ら
な
い

「神
の
正
義
」

今
聞
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
縦
復
攻

略
を
ど
う
目
見
る
か
だ
が
、
宗
教
に
対

す
る
明
昨
Mr
公
T
h山工酬はミ叫叶ど
本
じ

で

i
j
?
?
3
l
i
l
v
J
J
J

る
こ
と
に
な
る
。
日
本
人
に
は
「
テ

ロ
も
邦
復
攻
盤
も
ど
ち
ら
も
い
け
な

い
」
と
い
、
つ
考
え
が
か
な
り
あ
る
よ

う
だ
が
、
テ
ロ
と
戦
争
は
ま
っ
た
く

迷
う
も
の
だ
と
い
、
つ
必
識
が
欠
け
て

い
る
。
日
本
人
は
ま
ず
、
自
分
た
ち
が
凡

て
い
る
現
実
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の

見
て
い
る
現
実
と
は
か
な
り
迫
っ
て

い
る
こ
と
を
則
解
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
恨
本
に
は
「
版

界
」
と
い
う
与
え
方
が
あ
る
。
彼
ら

に
と
っ
て
こ
の
世
界
で
生
さ
る
こ
と

は、

一
般
の
消
な
の
だ
o

A
F
の
附
は

仰
の
い
な
い
世
界
で
あ
り
、
イ
エ
ス

が
一昨
び
反
っ
て
く
る
と
き
は
こ
の
世

の
終
わ
り
の
と
き
で
あ
る
。
終
末
を

迎
え
た
後
、

神
と
共
に
、水
述
の
A
叩を

生
き
る
こ
と
を
彼
ら
は
楽
し
み
に
し

77 5API02i刀1.11.28
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て
い
る
の
だ
。
そ
れ
ま
で
は
神
の
命

じ
た
通
り
、
剖
の
状
態
で
正
し
く
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ

か
ら
、
こ
の
ヂ
完
全
な
附
を
少
し
で

も
光
全
に
近
づ
け
る
こ
と
、
神
の
正

義
を
尖
脱
し
て
い
く
こ
と
が
彼
ら
の

生
き
る
け
的
と
な
り
、
川
家
U
M
M
と

な
る
。仰の
rk
誌
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、

テ
ロ
は
明
ら
か
に
必
だ
か
ら
、

テ
ロ
リ
ス
ト
に
以
対
す
る
こ

と
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ

て
神
の
命
令
で
あ
る
n
一
だ
か

ら
川
崎
ド
允
も
共
利
光
も
な
く

利
点
し
て
全
力
で
戦
う
の
だ
り

戦
争
と
テ
ロ
を
比
べ
て、

な
ぜ
テ
ロ
は
'
山
ヤ
劣
な
の
か
っ

戦
争
は
相
手
を
殺
す
け
れ
ど

も
自
分
も
殺
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
だ
か
ら
公
平
で
あ

り
、
道
徳
的
だ
。
テ
ロ
は
武

加
を
引
っ
て
い
な
い
相
手
、

し
か
も
攻
慨
さ
れ
る
こ
と
を

予
則
し
て
い
な
い
相
手
を
殺

す
っ
山
a

劣
で
非
道
徳
的
で
あ

り
、
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
人

間
は
ど
ん
な
手
段
を
仰
っ
て

も
殺
し
て
か
ま
わ
な
い
。

と
こ
ろ
が
日
本
人
に
は
、

人
を
殺
す
か
殺
さ
な
い
か
と
い
う
と

こ
ろ
に
抗
作
似
が
あ
る
屯

し
か
も
日
本
人
は
、
人
を
殺
し
て

は
い
け
な
い
が
、
円
分
の
A
叩
を
投
げ

山
す
場
合
は
例
外
的
に
許
さ
れ
る
と

与
え
て
い
る
。
純
粋
な
形
で
自
分
の

守一文

br・iト
e
'
'
M
~
門
ノ

eJ
七へ+」で
l
L
λ
』

F

-
|
川
川
昔
、
』
す
A1qt中
0
1
j
t
l，B
Lキ
.1

る
こ
と
な
の
だ
。
例
え
ば
心
山
中
は
、

海
外
で
は
「
殺
人
の
後
の
け
殺
」
だ

が
、
日
本
で
は
殺
人
と
は
別
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
白
ザ
心
を
一
不
す

一
番

の
方
法
は
内
分
で
死
ぬ
こ
と
で
あ
り
、

身
の
潔
'
け
を
一
一
社
川
す
る
た
め
に
制
服

自
殺
す
る
と
「
あ
の
人
は
胞
を
つ
い

て
い
な
か

っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
キ
リ
ス
ト
教
凶
な
ら
ま
っ
た
く

辺
で
、
，
M
役
す
る
と
「
や
っ
ぱ
り
峻

川
村
山
吠
隊
の
区
別
が
ど
こ
か
あ
い
ま
い

で
あ
る
。
し
か
し
制
攻
隊
は
作
戦
計

聞
の
二
郎
と
し
て
戦
時

H
般
に
突
っ

込
ん
だ
も
の
で
、
山
口
爆
攻
鉄
で
は
あ

っ
て
も
、
決
し
て
テ
ロ
で
は
な
い
。

日
本
人
に
は
仏
教
の

抽
象
思
考
が
難
し
す
ぎ
た
?

け
本
人
が
宗
教
を
よ
く
川
併
で
き

、

な
い
川
山
は
い
く
つ
か
あ

る
が
、
そ
の
川
伏
木
は
、
い

わ
ゆ
る
山
信
叫
と
い
う
も
の

Y
一

を
必
要
と
し
て
い
な
い
か

竜
一

ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
D

世

田平

界
の
主
だ
っ
た
宗
教
が
誕

与

生
す
る
契
憐
と
な
っ
た
の

L

は
良
栄
市
命
だ
っ
た
。
紘

一

恰
刷
物
が
で
き
、
大
加
悦

「与

な
昨
日
震
が
始
ま
っ
た
。

一
a

麦
作
出
品
業
は
陀
慨
に
よ
っ

埠

.
る

1

J

l

i

(

ヱ

肺
て
大
円
単
の
余
剰
生
向
を
生

z

u
日r-悩み
、
人
口
を
明
大
さ
せ
る
。

副
附
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
き
た

と
士
山
多
民
族
が
鋭
ん
い
し
、
任
会

長

四

日

』
慨
に
さ
ま
さ
ま
な
矛
腐
が
生

田
の

E
r
a

解
ま
れ
る
。
民
族
問
で
の
上

‘ι
理

j

開
地
の
俗
研
い
合
い
か
ら
、
戦

-a
 

四
闘

争

や
U

ン
エ
ノ
サ
イ
ド
(
出

‘「

殺
)
も
起
こ
る
。

そ
う
い
う
時
代
が
5
0
0年、

1

0
0
0年
と
続
い
た
と
き
に
、
宗
教

的
天
才
が
現
わ
れ
、
同
じ
州
、
川
じ

呉
川
川
、
同
じ
法
川
を
信
じ
る
な
ら
民

肱
や
文
化
の
迎
い
を
必
え
て
人
知
の

共
附
件
、
迎
川
引
が
導
け
る
と
h
上
保
し

た
。
仰
の
前
の
平
等
、
法
の
前
の
平

等
、
克
明
の
仰
の
平
守
に
よ
っ
て
民

点会九

%。

なぜテ口を、
アメリカは
憎むのか

を
つ
い
て
い
た
」
と
思
わ
れ
る
。

日
本
の
場
合
、
あ
る
が
制
を
似
端

に・
1
仮
す
る

M
法
の

一
つ
と
し
て
自

殺
と
い
、
つ
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
紡

仰
の
純
粋
さ
キ
下
ぷ
わ
す
か
ら
、
制
攻

隊
を

一
一
悦
夫
し
い
も
の
だ
と
以
っ
て

v
ししま、っ
。

そ
こ
で

H
本
人
は
、
白
川
崎
テ
ロ
と

橋爪大三郎

1948年生まれ。東京工業大学教授。

著書に 『世界がわかる宗教社会学入

門jr政治の教室j等。

を危険にさうして戦う。相手を

殺すとしても、自分も殺される

タントの考え方からすると、人ワーjレドトレード9月11日、

可能性があったから、公正(フ

工ア)と言える。しかし、無抵

抗な市民の命を奪うテロや虐殺

は、自分は安全主主場所に身をお

き、虫けらのように人を殺す非

を殺すととが無条件に悪いとは

と書いてあるかう、

人を殺してはいけ広い(神の命

令に背く)のだが、現実に殺人

者が出てきた5どうするか。

言え芯し1。もちろん、十戒には

「殺すな」

人間的主主仕業である。テロに対

この殺し方を憎する憎しみは、

つぎの犠牲者が殺される前に、

殺人者を殺すのが正しい、と考

センターほかで同時多発テロが

発生し、罪のない民間人(イノ

セント シティズン)数千人が

殺害された。乙れをブッシユ大

統領は「戦争」だと表明、国を

あげて報復に立ち上がった。日

本政府は、小泉首相が自衛隊の

派遣を決める芯ど、ます機敏に

版
紛
争
を
抑
比
す
る
|
|
、
」
れ
が
山
M

b
λ

、J
1
l
h
H
J
4
-
3

-

-
h
J
S

-e

主
4
4
n
v
r
L
i
MH
J
J
e
J
J
nv
J
J

制
っ
て
、
日
本
に
は
太
く
て
大
き

な
川
が
な
く
、
小
支
持
府
で
は
な
く

m
H
-
z
s
-
J
:
、
3
、-、日記
-
A
f
u
t
ι
4
1《

ι制
品
川
ナ
J

，争''・カ
C

J
ノ
H
M
m
u
H
骨
川
付
U

什“
p
u

裟
は
で
き
な
い
。
手
川
の
か
か
る
共

同
作
業
を
行
な
、
つ
た
め
、

宗
教
が
な

く
て
も
平
和
的
に
仲
良
く
で
き
た
一
υ

逆
に
、
山
市
教
が
あ
る
と
か
え
っ
て
仲

良
く
で
き
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
。

6
叶
記
山川
平
に
仏
教
が
伝
米
し
た

と
一
百
わ
れ
る
が
、
川
本
人
に
は
備
し

す
ぎ
て

m
mで
き
な
か

っ
た
。
も
と

も
と
州
象
思
考
で
内
谷
が
如
し
い
、
つ

え
に
、
中
間
人
が
山
中
川
」
川
に
引
出
し
た

も
の
を
中
間
加
の
ま
ま
J

山
ん
で
い
る

の
だ
か
ら
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
も

仕
方
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
念
仏
(
「
市

2

4

1

h

 

加
阿
弥
陀
仏
」
と
仏
の
名
を
川
え
る
)
、

組
日
(
「
市
叫
妙
法
法
恥
紙
」
と
経
品
川

の
凶

H
を
川
え
る
)
、
山
町
い
仰
の
ご
一つ
が

円子
U
流
通
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
比
八

一生
ヲ
る
の
は
お
粁
を
読
ま
な
い
こ
と

で
、
こ
れ
で
は
尖
は
仏
教
と
は
一片
い

に
く
い
。

ま
た
、
江
戸
川
口
俊
市
は
的
救
(
孔
市

川
心
似
て
な
か
で
も
朱
f
学
を
官
学
と

し
た
が
、
中
瓜
ト
じ
と
郎
教
ほ
ど
ミ
ス
マ

y
チ
な
組
み
合
わ
せ
は
な
い
さ
米

f

Hf
で
は
武

H
に
よ
っ
て
政
作
を
と
る

こ
と
は
側
道
で
あ
り
、
郎
教
の
一札
統

な
統
治
以
内
(
匹
近
)
で
は
な
い
か

ら
だ
っ
そ
し
て
米

r学
で
は
分
雌
し

て
い
た
義
孝
を
、
忠
HHFrと
.
致

さ
せ
て
「
忠
孝
.
州
」
の
原
則
を
つ

く
っ
た
こ
と
が
、
や
が
て
呼
弘
附
山
山

に
結
び
つ
い
て
い
く
。
日
本
η
M
U，了

むととろか5生まれる。

テ口の拡大を防ぐためブッシ

ユ大統領は、ハイジャックされ

た民間機の撃墜を命令していた

ことが明うかと芯った。大勢の

民間人を救うために少数の民間

人を犠牲にするという論理も、

テ口と戦うためには正当化され

えることができる。中世までは

復讐法で、自力救済が認め5れ

ていた。近代国家では、隣人愛

の観点から、国家の武力独占と

行使が正当化される。軍人は軍

人と戦い、民間人を殺してはい

け芯いという原則もできた。こ

れは、戦時国際法として一般化

し、国際社会のルールとなった。

しかし国民は、

てはいけ芯いのか?Jという質

聞が流行った。こんな乙とを疑

問に思うようでは、テロに対す

る怒りを理解できないと言いた

憎しみを、ちゃんと共有できて

いるのだろうか。

しぱうく前、「なぜ人を殺し

アメリ力のテロに対する怒りと

対応している。

は
、
必
本
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
問
山
h

粁
を
雌
れ
、
政
治
的
主
れ
で
あ
るド八

日
を
、
術
教
に
は
日
h

け
ん忙
し
え
な
い
仲

に
転
化
さ
せ
た
の
で
あ
る。

江
守
口
U

が
山
川
も
川
治
政
的
も
、
れ
教

は
以
体
制
の
川
和
ゆ
だ
と
作
成
し
た
。

今
で
も
日
本
の
社
会
で
は
肘
判
定
の
公

教
に
熱
心
だ
と
山
山
脈
や
尚
光
に
さ
し

っ
か
え
る
刷
が
あ
る
ο

山
川
教
を
ね
た
な
い
の
な
ら
、
羽
山
小
、

H
N会
を
信
じ
る
し
か
な
い
が
、
こ
の

社
会
は
が
斤
恥
叫
日
山
な
き
も
の
だ
。
だ
か

ら
京
教
に
怖
れ
を
抱
き
つ
つ
も
、

M

M

川
に
「
ハ
マ
る
と
怖
い
」
と
い
、
つ
川
刊

行
反
応
を
が
す
り
そ
の
川
で
ゆ
ら
ゆ

ら
し
て
い
る
の
が
日
本
人
の
訓
状
だ
。

日
本
人
は
ク
リ
ス
マ
ス
を
似
つ
て

ケ
l
キ
を
食
べ
、
神
社
に
初
治
に
一
引

き
、
体
式
は
ーす
で
わ
な
、
っ
。
じ
つ
は

仰
い
川
結
紛
れ
人
を
初
め
て
行
な
っ
た
の

は
大
正
‘人
'U
1
で
、
そ
の
と
き
に
キ
リ

ス
ト
教
を
参
与
に
し
て

-一二
-
九
度
な

ど
の
儀
式
を
つ
く
っ
た
っ

ま
だ
ま
だ
日
本
は
示
教
を

m附
す

る
に
は
過
波
則
に
あ
る
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
日
本
が
間
際
付
会
で
午

き
て
い
く
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も

キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
な
と
、

批
界
の
宗
教
に
刻
す
る
基
本
的
な
用

例
は
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
川
の
側
似
仰
や
行
動
依
式
の
ハ

y

ク
ボ

l
ン
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

京
教
に
あ
る
。
宗
教
目
信
念
体
系
を

州
仰
附
す
れ
ば
、
あ
る
任
会
の
人
び
と

の
行
動
や
付
会
制
度
を
よ
り
よ
く

m

併
す
る
こ
と
が
で
き
る

η
だ。

v 
るのだ。

乙の感覚、この思い切りを、

日本人がどこまで共有している

だろうか。この感覚のギャッブ

が、国際社会に生きる日本の問

題点にたよる日が来るかもしれ芯

0
 
1
 

1
U
 

無差別に民間人を犠牲にするテ

これに違反している。最

そとでアメリカは、ルール違

決起したわけだ。戦争は、武器

口は、

低最悪の人の殺し方なのだ。

反の殺人者を殺す正義の戦いに

し1。日本人は、人を殺す/殺さ

ないの遣いにこだわり、殺し方

の遣いに注意が行か芯しioだが、

人の殺し方にもいろいろあり、

もあるのだ。

その遣いのほうを重視する文化

回を持った軍人同士が、互いの身キリスト教、とくにブロテス

SA円02口01.11.28 78 
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内
親
王
誕
生
の
今
だ
か
ら
こ
そ
あ
え
て
問
う

天国
皇本
制人
が9

22 
樹三
造?i
闘を
里体
直視

しし」て
き

世
界
の
ロ
イ
ヤ
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

今
後
と
こ
ヘ
向
か
う
の
か
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
暫
定
政
権
で

は
元
国
王
が
あ
る
存
在
感
を
示
し
た

が
、
近
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
イ

ギ
リ
ス
国
王
を
い
た
だ
く
立
憲
君
主

制
か
ら
共
和
制
へ
の
移
行
論
議
が
起

こ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
で
は
天

皇
家
で
女
子
が
誕
生
す
る
た
び
に
世

継
き
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
。
引

世
紀
に
入
っ
た
今
、
国
の
統
治
機
構

と
し
て
王
室
や
日
本
の
皇
室
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
橋
爪
大
三
郎

・
重
示

工
業
大
学
教
授
(
社
会
学
)
に
聞
い

た
。一上

と
は
何
か
。

礼
会
が
未
発
迷
な
段
階
で
、
人
間

は
大
家
族
を
基
礎
に
し
て
生
き
て
い

た
。
大
き
な
集
川
を
つ
く
る
ほ
う
が

よ
り
安
全
で
あ
り
、

一
好
信
頼
で
き

る
の
は
胤
縁
関
係
で
あ
る
。
こ
の
血

縁
集
問
、
火
山
本
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
政
治
的
・
経
，
d
則
的
に
巡
営
、
し
て
い

く
た
め
に
生
ま
れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
、

汁
長
や
政
長
、
内
長
な
ど
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
日
本
で
は
栄
族
と
咋
ん

で
い
る
。

や
ド
イ
ツ
人
の
血
の
濃
い
王
家
に
よ

る
支
配
が
長
く
続
く
こ
と
も
珍
し
く

は
な
か
っ
子
百

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
王
位
継
泳

を
め
ぐ
る
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
の

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
か
ら
近
世

肱
長
や
首
長
を
も
っ
と
大
き
く
束

ね
た
制
問
を
つ
く
ろ
、
っ
と
す
る
と
、

そ
の
上
の
リ
ー
ダ
ー
が
必
姿
と
な
る
。

円以
初
に
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
る
と
き

は
族
長
の
聞
で
相
当
に
も
め
た
だ
ろ

う
が
、
い
っ
た
ん
政
治
的
牝
城
が
山

米
ト
い
が
る
と
、
統
治
維
を
子
の
代
に

な
っ
て
も
縦
添
し
て
い
く
こ
と
に
し

な
い
と
主
〔
一
心
し
た
同
即
が
維
持
で
き

な
い
。
そ
う
し
て
統
治
維
の
継
永
を

続
け
て
い
く
う
ち
に
「
あ
の
人
は

FM

分
た
ち
の
山
縁
者
で
は
な
い
が
、

代
々
統
治
権
が
あ
る
」
と
い
う
認
誠

が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
が
王
で
あ
る
。

そ
の
地
位
を
血
縁
で
経
ル
吊
し
て
い
く

点
で
は
首
長
や
肱
長
な
ど
と
似
て
い

る
が
、
胤
縁
の
な
い
人
間
に
も
支
配

が
及
ぶ
の
が
異
な
る
点
だ
。

王
の
考
え
方
は
キ
リ
ス
ト
教
の
中

に
も
あ
る
。
イ
エ
ス
は
王
で
あ
り
、

そ
の
胤
縁
は
仰
の
血
縁
。
「
神
が
王
だ

か
ら
、
仰
の
子
で
あ
る
イ
エ
ス
も
王
」

と
い
う
組
問
だ
。
こ
の
考
え
は
後
に

な
っ
て
山
て
き
た
ロ
ジ
ッ
ク
で
、
最

初
は
ダ
ピ
デ
モ
の
血
統
だ
か
ら
王
だ

と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
。

イ
エ
ス
は
病
気
を
治
す
奇
跡
を
行

な
っ
た
が
、

ヱ
に
触
れ
る
こ
と
で
病

に
か
け
て
の
歴
史
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン

ヌ
・
ダ
ル
ク
が
笠
弱
す
る
の
は
、
は
、

一
ぬ
世
紀
の
百
年
戦
争
と
呼
ば
れ
る
英

仏
聞
の
師
団
争
の

一
時
期
だ
が
、
こ
れ

は
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
継
承
権
を
主
張

す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
が
フ
ラ
ン

気
が
治
る
「
ロ
イ
ヤ
ル

・
タ
ッ
チ
」

の
例
は
世
界
の
存
地
で
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
王
の
他
康
状
態
が
自
然
や
村

会
呪
象
に
m服
務
す
る
な
と
、
あ
る
視

の
神
秘
性
が
認
め
ら
れ
る
の
が
、
以

仙
州
的
な
王
の
特
徴
だ
と
い
う
指
摘
も

あ
る
。
日
世
紀
の
人
制
円
子
者
フ
レ
ー

ザ
ー
が
、
げ
、
同
医
紀
の
世
界
中
の

冒
険
尚
人
や
宣
教
師
た
ち
の
円
記
や

子
紙
を
研
究
し
て
ま
と
め
た

「金
位

編
』
(
束
h

事
長
柿
)
に
は
、
他
界
中
の

あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ

の
一土
が
笠
場
す
る
。

興
味
の
あ
る
卜
刀
は

読
ま
れ
る
と
よ
い
。

し
か
し
王
家
が

長
手
枕
く
と
、
神

秘
性
が
失
わ
れ
て

き
て
、
な
ぜ
.1家

に
支
配
権
が
あ
る

の
か
が
次
第
に
は

っ
き
り
し
な
く
な

る
。
す
る
と
王
家

を
倒
し
て
新
た
な

王
が
出
現
し
た
り
、

一土山
本
は
形
だ
け
の

も
の
と
な
っ
て
大
附新

川
が
戚
振
る
と
い

明

橋
爪
大
三
郎

r

う
状
態
が
生
じ
た
り
す
る
わ
け
だ
。

王
室
の
身
近
な
存
在
感
が

よ
く
わ
か
る
グ
リ
ム
童
話

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
は
今
日
も
多
く
の

E
一
本
が
作
花
し
て
い
る
が
、
も
と
を

た
ど
れ
ば
み
な
族
長
だ
っ
た
。
森
林

ス
領
に
攻
め
込
ん
で
起
き
た
減
争
だ

っ
た
。日
世
紀
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
、

ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ロ
シ
ア
な
ど
は
、
絶
対
主
義

と
呼
ば
れ
る
強
力
な
王
権
国
家
を
怨

設
し
た
(
絶
対
王
制
)
。

貴
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
を
支
配
す
る
封
建
社

会
か
ら
、
王
家
と
貧
抜

が
明
確
に
分
雌
し
、

王

が
代
表
す
る
国
家
と
い

う
も
の
が
初
め
て
誕
生

し
た
の
で
あ
る
。

主
社
者
が
あ
る
領
域

を
絶
対
的
に
支
配
す
る

こ
と
は
、

尖
は
近
代
化

の
た
め
の
必
要
条
件
で

あ
る
。
小
さ
な
王
が
分

立
し
た
状
態
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
好
き
勝
手
に
関

所
を
つ
く
っ
た
り
関
税

を
と
っ
た
り
し
た
の
で

は
、
商
業
も
経
済
も
発

展
し
な
い
。
一
国
規
燃

の
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
成
立
さ
せ
、
産
業
を

起
こ
す
に
は
、
政
治
的

勢
力
を

=π化
し
、
国

家
を
形
成
す
る
ほ
、
つ
が

具
合
が
い
い
か
ら
だ
。

遅
れ
て
い
た
の
は
ド

イ
ツ
で
、
領
邦
国
家
と

い
い
、
小
さ
な
王
や
諸

侯
が
分
立
す
る
状
態
が

長
く
続
い
た
。
例
え
ば

グ
リ
ム
童
話
ー
を
読
む
と
、
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旅
人
が
ち
ょ
っ
と
歩
い
て
い
く
と
す

く
に
お
域
が
あ
っ
て
王
線
が
い
る
。

支
配
し
て
い
る
の
は
小
さ
な
領
域
だ

か
ら
、
た
い
し
た
政
治
力
も
な
く
、

民
衆
が
気
や
す
く
声
を
か
け
た
り
し

て
い
た
。
こ
う
し
た
身
近
な
存
在
感

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
王
室
に

対
す
る
敬
愛
心
の
基
本
に
な
っ
て
い

る
よ
、
つ
に
忠
、
っ
。

プ
ロ
イ
セ
ン
が
拡
大
し
、
大
ド
イ

ツ
を
形
成
す
る
の
は
、

ω佐
紀
に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
同
λ
系
に

統
一
し
そ
こ
ね
て
残
っ
た
地
域
は
現

在
も
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
点
在
す
る
。
モ

ナ
コ
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
夕
、
リ
ヒ
テ

ン
シ

ユ
タ
イ
ン
な
ど
と
し
て
残
っ
て

い
る
国
は
そ
の
例
だ
。

一
方
、
現
在
の
中
東
の
王
家
は
、

ヨ
l
ロ
y
パ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る

経
緯
で
成
立
し
た
。
中
東
は
長
い
間

オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
が
支
配
し
て
い
た

が
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
が
長
く

続
く
族
長
の
家
柄
の
人
間
を
酬
は
し
出

し
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
に
反
抗
す
る

よ
う
仕
向
け
た
。
そ
し
て
オ
ス
マ
ン

ト
ル
コ
が
第
l
次
世
界
大
戦
で
敗
れ
、

滅
亡
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン

ス
は
、
王
と
し
て
独
立
さ
せ
る
代
わ

り
に
石
油
の
採
抑
権
を
認
め
さ
せ
る

と
い
う
取
引
を
し
た
。
そ
の
後
、
政

治
体
制
の
変
わ
っ
た
国
も
あ
る
が
、

そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ

て
い
る
王
国

も
多
い
。

図
に
よ
っ
て
事
情
は
奥
な
る
が
、

王
制
に
は
あ
る
径
の
安
全
装
置
と
し

て
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
。

ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ザ
ヒ
ル
シ
ャ

1

p ， 
「この世をl耳、わが世とぞ思呂、」と栄華を極めたijji原道長も天皇家を必要とした.

地
情
に
い
た
ゲ
ル
マ
ン
川
内
政
が
、
ロ

ー
マ
の
文
化
や
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ

て
礼
会
を
し
だ
い
に
発
述
さ
せ
、
定

住
、
定
着
が
進
む
。
地
域
を
よ
配
す

る
者
が
現
わ
れ
て
係
長
と
な
り
、
主

と
な

っ
て
い

っ
た
。

辺
境
の
地
域
に
行
っ
て
統
治
維
や

裁
判
権
を
山
H
V
一一円
し
て
休
サ
を
仰
る
身

も
い
る
。
そ
れ
を
王
に
認
め
さ
せ
た

の
が
貴
族
で
あ
る
。
T

十ん
や
民
族
は
土

地
を
支
配
す
る
か
ら
、

当
然
、

相
続

の
問
題
が
起
こ
る
。
当
時
の
戦
争
の

多
く
は
土
地
の
相
続
を
め
ぐ
る
も
の

で
、
一上
L

泌
が
人
れ
佐
官
わ
る
こ
と
も
た

び
た
び
起
き
た
。

ま
た
、
王
は
外
凶
の
王
家
か
大
民

族
と
叫
品
川
附
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た

め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ド
卜L
(

氷
は
ほ
と
ん

ど
が
汲
成
同
士
と
な
っ
た
。
例
え
ば

イ
ギ
リ
ス
で
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
七
家

元
国
王
の
存
花
が
重
姿
悦
さ
れ
て
い

る
が
、
彼
が
い
な
け
れ
ば
国
内
に
対

立
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
。
多
様
な
民

族
が
・
入
り
乱
れ
て
い
る
国
で
民
主
主

義
を
実
行
す
る
と
、
マ
ジ
ヨ
リ
テ
ィ

ー
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

l
の
問
で
争
い

が
起
こ
る
。
こ
う
し
た
国
民
と
し
て

の
一
休
協
が
存
在
し
な
い
国
で
は
、

国
王
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
の
だ
。

対
照
的
に
、

一
体
感
が
あ
り
す
ぎ

る
の
が
日
本
だ
と
言
え
よ
う
。

「
血
縁
カ
リ
ス
マ
」

と
し
て
の
天
皇
家

世
界
の
王
室
の
な
か
で
も
、
天
皇

家
は
判
明
例
の
な
い
存
在
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
此
家
族
と
い
う
J

凶
族
制

が
存
在
し
た
時
期
は
あ
っ
た
が
、
か

な
り
早
い
時
期
に
対
仏
労
力
が
な
く

な
り
、

5
世
紀
頃
ま
で
に
は
全
体
的

な
統
治
権
を
持
つ
天
皇

(天
皇
の
称

号
自
体
は
6
世
紀
末
か
ら
)
が
誕
生

し
た
。
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
以

来
、
天
皇
の
統
治
艇
を
否
定
す
る
よ

う
な
勢
力
が
現
わ
れ
ず
、
一
度
も
別

の
政
治
形
態
が
日
本
列
島
に
樹
立
さ

れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。

例
え
ば
篠
原
氏
が
「
天
皇
な
ん
か

い
ら
な
い
」
と
い

っ
て
独
立
し
、
藤

原
王
朝
を
つ
く
れ
ば
ヨ

l
ロ
y
パ
的

だ
が
、
そ
う
は
せ
ず
に
天
自
主
家
と
血

縁
ネ
』
結
ん
で
権
力
を
拡
大
し
よ
う
と

し
た
。
つ
ま
り
天
皇
は
「
血
縁
カ
リ

ス
マ
」
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
貴
族
は
も
と
も
と
は

栄
放
で、

8
世
紀
ご
ろ
に
律
令
制
が

整
え
ら
れ
る
と
、
ん
日
位
を
与
え
ら
れ
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る
代
わ
り
に
土
地
は
国
家
の
も
の
と

な
り
、
国
司
と
し
て
各
地
に
赴
任
さ

せ
ら
れ
た
。
悔
し
い
か
ら
、
彼
ら
は

税
金
を
ネ
コ
パ
バ
し
、
荘
闘
を
つ
く

っ
て
私
有
地
化
を
は
か
っ
た
。

続
い
て
台
頭
し
た
武
士
は
、
貴
族

の
土
地
を
狩
っ
て
領
減
支
配
し
、
統

治
権
と
裁
判
権
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
土
地
を
媒
介
に
し
て
主
君
と
主

従
の
関
係
を
結
び
、
ご
思
と
奉
公
で

箪
聞
を
つ
く
っ
て
戦
う
。

ヨ
ー
ロ

ッ

パ
の
寅
族
と
同
じ
で
あ
る
。

だ
が
、
武
土
が
ヨ

l
ロ
y
パ
の
貴

族
と
進
、
つ
の
は
、
初
め
か
ら
天
皇
に

対
す
る
服
従
を
原
則
と
し
て
い
る
点

だ
。
日
本
人
は
み
な
神
か
ら
生
ま
れ

た
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
日
本
の
地

域
集
団
、
血
縁
集
団
、
戦
能
集
団
、

軍
事
集
団
に
は
そ
れ
ぞ
れ
神
が
つ
い

て
い
る
。
天
皇
は
そ
の
仰
の
直
系
の

子
孫
だ
か
ら
、
誰
も
天
皇
に
対
し
て

は
戦
わ
な
い
の
だ
。

と
れ
は
国
民
一
人
一
人
の

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
だ

敗
戦
後
、
日
本
の
象
徴
と
な
っ
た

天
皇
家
に
と
っ
て
、
間
取
大
の
雌
題
は

師
側
畑
で
あ
る
3

イ
ギ
リ
ス
の
ダ
イ
ア

ナ
元
皇
太
子
妃
の
よ
う
に
貴
肢
の
家

柄
か
ら
妃
を
選
べ
れ
ば
い
い
が
、
日

本
に
は
貴
族
は
い
な
い
。

日
本
同
意
法
に
は
結
婚
(
婚
刷
)

は
「
耐
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
」
(
第

別
条
)
く
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、

宮
内
庁
が
白
羽
の
矢
を
立
て
た
か
ら

と
い
っ
て
結
般
が
決
ま
る
わ
け
で
は

な
い
。
こ
れ
ま
で
は
幸
い
に
し
て
、

1
1』
F
I

，，自

m山

美
智
子
皇
后
や
施
子
皇
太
子
妃
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
方
が
、
戦
後
日
本

社
会
を
成
り
立
た
せ
る
重
大
な
年
U
初

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
天
皇
家

に
嫁
が
れ
た
。
だ
が
、
今
後
そ
う
な

る
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。

こ
れ
は
今
の
天
皇
制
の
構
造
的
欠
陥

だ。
こ
の
欠
陥
を
解
消
す
る
に
は
、
い

く
つ
か
の
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。
一

つ
は
、
北
欧
諸
国
の
よ
う
に
「
閲
か

だ
。
男
の
子
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
と

き
の
解
決
策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
わ
け
だ
が
、
誰
が
そ
の
夫
と
な
る

の
か
と
い
う
、
同
じ
よ
う
な
も
っ
と

厳
し
い
問
題
が
起
こ
る
。

究
値
の
解
決
策
は
、
天
皇
制
を
廃

止
し
て
、
共
和
制
に
な
る
こ
と
だ
。

今
や
皇
室
は
、
ほ
と
ん
ど
国
民
に
対

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。

多
大
な
犠
牲
を
顧
み
ず
に
、
生
践
を

通
じ
て
国
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

れ
た
王
室
」
と
し
て
、
限
り
か
ア
¥
普

通
の
人
に
な
っ
て
も
ら
う
と
い
う
や

り
方
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
王
室

の
神
格
性
が
失
わ
れ
て
、
象
徴
で
あ

る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

結
眠
術
相
手
を
つ
く
る
た
め
に
貨
族

制
を
復
活
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
戦

後
民
主
主
義
と
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
に
わ
か
に
言
わ
れ
始
め
た

の
が
、
皇
室
典
範
を
改
正
し
女
性
に

も
皇
位
継
永
維
を
与
え
る
「
女
常
論
」

四
~ 

(
C
W
W
4臼
)

I"f:.' 

' 一一 ーー 、支霊{参戦前.戦進の日本の継承i生を惇現している，

務
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

も
う
受
忍
限
・
反
を
は
る
か
に
超
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
|
|
国
民
が
そ

う
理
解
し
て
、
畑
山
形
文
化
財
を
俊
成

す
る
家
元
の
よ
う
な
存
在
に
戻
っ
て

い
た
だ
く
。
係
論
に
な
る
が
天
皇
家

を
敬
愛
す
る
が
ゆ
え
に
、
共
和
制
を

選
択
す
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
天
皇
が
果
た
し
て
き
た

役
割
は
短
め
て
大
き
い
。
天
皇
は
戦

前
と
戦
後
の
日
本
の
継
承
性
を
体
現

M
O
o
-
柑

円
営
品
開
剛
湖

鮒
A

可
打
い
細
字
、
r命
〈
N
w
u
q
，営. . 

し
て
い
る
。
慾
法
に
は
国
民
統
合
の

象
徴
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
も
う
一

つ
の
大
き
な
役
割
は
、
現
行
憲
法
へ

の
改
正
の
発
議
者
で
あ
る
こ
と
だ
。

旧
慾
法
の
主
権
者
が
新
宿
涯
の
象
徴

に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、

結
果
的
に
昭
利
天
皇
は
、
戦
前
戦
後

を
通
じ
て
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
キ
』
体
現
す
る
存
在
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
戦
後
半
吐
紀
以
上
た
っ

た
今
、
そ
の
役
制
ー
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
国
民
は
ロ
イ
ヤ
ル

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
十
分
認
め
て
い
る
が
、

椛
造
的
な
欠
陥
が
あ
る
か
ら
見
直
し

の
議
論
を
す
る
。
従
来
の
反
天
皇
的

皇
室
廃
止
論
と
は
述
、
つ
考
え
方
が
山

て
き
て
も
い
い
時
期
だ
と
思
う
の
だ
。

日
本
人
は
、
政
治
権
力
者
に
弱
い

一
方
で
、
政
治
権
力
者
を
悦
悪
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
政
治
的
権
力
者

と
距
雌
を
と
る
た
め
に
「
権
威
は
あ

る
が
実
権
は
な
い
」
と
い
う
人
聞
を

必
前
主
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
民
主
主
義
以
前
の
心
性
で
あ
る
。

民
主
主
義
は
、
同
家
と
絶
対
的
な
権

力
が
必
要
で
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
で

述
営
し
よ
う
と
い
う
自
覚
と
掛
危
川
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
だ
。
つ
ま
り
、

国
民
一
人
一
人
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

の
問
題
な
の
で
あ
る
。

ひ
と
り
天
皇
家
に

不
自
由
を
強
い
る
無
責
任

共
和
制
の
原
点
は
、
古
代
ギ
リ
シ

ア
、
ロ
ー
マ
に
ま
で
遡
る
。
ギ
リ
シ
ア

で
は
市
民
の
共
同
統
治
に
よ
っ
て
聞

が
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
マ
ケ
ド
ニ

有
馬
記
翰
)4
0油
M
m回

••.• 

ア
に
占
領
さ
れ
て
王
制
と
な
り
、
ロ

ー
マ
は
領
土
を
拡
大
し
す
ぎ
た
た
め

に
、
将
軍
が
泊
い
政
治
力
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
シ

l
ザ
ー
が
現
わ
れ
た
。

共
和
制
の
問
題
は
、
独
裁
に
な
り

や
す
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば

ロ
シ
ア
の
王
室
が
倒
れ
て
ソ
ビ
エ
ト

が
成
立
す
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
出

て
き
て
大
粛
清
を
行
な
い
、
ド
イ
ツ

で
も
共
和
国
の
も
と
で
ヒ
ト
ラ
ー
が

筆
場
し
た
。

世
界
で
最
初
に
近
代
民
主
主
義
を

確
立
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
で
、
政
治

力
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
制
に
対
抗
す

る
た
め
に
大
統
領
制
を
と
っ
た
。
そ

し
て
大
統
領
が
独
裁
者
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
進
学
で
滋
び
、
任
期
を
つ

け
、
さ
ら
に
元
老
院
(
上
院
)
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
ム
叩
で
も
こ
れ
を
真
似

し
よ
う
と
し
た
が
、
恐
怖
段
治
が
杭

Fv、
や
が
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
出
て

き
て
皇
帝
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、

シ
l
ザ
ー
に
な
っ
て
し
ま

コ
二
コ「
f
。

ィ
ナ
h
h
オ
トl
千
九

共
和
制
は
非
常
に
雌
し
い
一応
史
を

経
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
ひ
と
り
天
皇
家
に
不
M
巾

を
強
い
て
、
自
分
た
ち
は
こ
の
ま
ま

で
い
い
と
い
う
国
民
の
都
中
山
度
は
、
取

が
よ
す
ぎ
る
し
無
責
任
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
象
徴
天
白
子

τ
い
た
だ
い
た
民

主
主
義
は
、
偽
り
の
民
主
主
義
に
す

ぎ
な
い
。
共
利
制
へ
の
移
行
は
、
日

本
人
の
民
主
主
義
が
試
さ
れ
る
こ
と

で
あ
り
、
同
時
に
敗
戦
後
の
真
の
独

立
を
意
味
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
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宗
教
な
ら
オ
カ
ル
ト

で
は
な
く
、
オ
カ
ル
ト

な
ら
宗
教
で
は
な
い

メディアファクトリー

「
ま
ず
一
般
論
で
言
う
と
、
オ
カ
ル
ト

を
単
独
の
概
念
と
し
て
捉
、
え
よ
う
と
す

る
の
は
止
め
た
ほ
、
つ
が
い
い
で
し
ょ
う
。か

え
っ
て
わ
か
ら
な
く
な
る
。
例
え
ば
キ
リ

ス
ト
教
の
場
合
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

か
。
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教

な
ど
の
啓
典
宗
教
は
、
い
ず
れ
も
聖

典
・
教
義
・
信
仰
を
明
確
な
形
で
持
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
光
の
当
た
る
表
通
り
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
光
が
当
た
る

所
が
あ
れ
ば
、
必
然
的
に
裏
口
や
屋
根

裏
と
い
っ
た
所
に
影
が
で
き
る
で
し
さ
九

こ
れ
が
オ
カ
ル
ト
な
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り

光
を
前
提
と
し
た
対
概
念
と
考
え
て
、

初
め
て
影
が
で
き
る
の
と
同
じ
。

N

へ史
、

ト
も
ち
ろ
ん
光
は
影
を
駆
逐
し
て
あ

ま
ね
く
世
界
を
照
ら
し
だ
そ
う
と
し

ま
す
勺
だ
か
ら
厳
格
な
啓
典
宗
教
で
あ

る
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
は
オ
カ
ル
ト

禁
止
、
イ
ス
ラ
ム
教
も
ほ
ぼ
禁
止
で
す

ね
。
実
は
こ
の
根
本
の
と
こ
ろ
が
日
本

に
は
わ
か
り
に
く
い
ん
で
党
そ
の
理
由

は
お
い
お
い
述
べ
ま
す
が
・・
・・
・・」

そ
れ
な
ら
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
釘
な

っ
た
数
々
の
奇
跡
は
ど
う
な
る
の
か
。
病

人
を
治
し
た
り
、
空
中
か
ら
パ
ン
を
取

り
出
し
た
り
。あ
れ
は
オ
カ
ル
ト
で
は
?

「
い
え
い
え
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
神
そ

の
も
の
。
そ
も
そ
も
こ
の
世
の
物
理
法
則

は
神
の
定
め
ら
れ
た
こ
と
な
の
で
す
勺
神

は
こ
の
世
界
を
隅
か
ら
陥
ま
で
合
理
的

に
作
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
神
た
る
イ
エ
ス

だ
け
は
物
理
法
則
を
自
由
に
変
更
で

き
る
。
な
ぜ
な
ら
神
ご
自
身
が
定
め
ら

れ
た
法
な
の
だ
か
ら
。
で
も
そ
れ
ゆ
え

6. 
Z茸

晶‘
手

に
神
の
許
し
な
く
奇
蹟
を
行
な
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
そ
れ
に
類
す

る
こ
と
を
行
な
う
者
が
い
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
贋
キ
リ
ス
ト
で
す
勺
そ
の
よ
う
な

贋
物
は
当
然
許
さ
れ
ま
せ
ん
」

し
か
し
そ
の
割
に
西
欧
社
会
に
は

魔
術
や
魔
女
、
錬
金
術
や
星
占
い
と
い

っ
た
オ
カ
ル
ト
が
多
く
み
ら
れ
る
。

「
あ
あ
、
あ
れ
は
ね
、
本
来
の
キ
リ
ス
ト

教
と
は
関
係
な
い
ん
で
す
勺
ロ
l
マ
帝
国

か
ら
周
辺
へ
布
教
を
進
め
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
で
異
教
の
要
素
が
混
入
し
た
ん
で

す
よ
。
た
と
え
ば
ゲ
ル
マ
ン
民
族
。
彼
ら

は
日
本
人
と
同
じ
よ
う
な
多
神
教
を

信
仰
し
て
い
ま
し
た
。
い
く
ら
キ
リ
ス
ト

教
に
改
宗
し
て
も
長
年
持
っ
て
い
た
信

仰
は
そ
う
簡
単
に
捨
て
ら
点
な
い
J

そ

う
し
た
も
の
は
姿
を
変
え
て
取
り
込

ま
れ
た
ん
で
す
勺
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
つ
で

あ
る
で
し
ょ
う
。
椛
の
木
と
キ
リ
ス
ト
教

な
ん
て
何
の
関
係
も
な
い
わ
け
で
、
あ

れ
も
そ
う
い
う
混
入
し
た
異
教
文
化

の
ひ
と
つ
で
す
勺
皆
当
た
り
前
の
よ
う
に

や
っ
て
ま
す
が
。と
も
か
く
こ
こ
で
大
事

な
こ
と
は
ね
、
宗
教
を
理
解
し
な
け
れ

ば
オ
カ
ル
ト
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ

れ
と
同
時
に
、
宗
教
な
ら
ば
す
な
わ
ち

そ
れ
は
オ
カ
ル
ト
で
は
な
く
、
オ
カ
ル
ト

な
ら
ば
そ
れ
は
宗
教
で
は
な
い
こ
と
、
こ

れ
を
し
っ
か
り
頭
に
刻
み
つ
け
て
お
く

こ
と
な
ん
で
す
」

ア
ジ
ア
の
宗
教
に

お
け
る
オ
カ
ル
ト
の

身
分
と
役
割

キ
リ
ス
ト
教
な
ど
の
啓
典
宗
教
以
外

に
も
宗
教
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
例
え
ば

中
国
の
道
教
や
、
仏
教
の
中
で
も
密
教

な
ど
は
、
オ
カ
ル
ト
と
の
区
別
が
つ
か
な

い
よ
う
に
思
、
っ
，
勺

「
中
国
の
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
あ
の
国
の
光
は
言
う
ま
で
も
な
く

儒
教
で
す
勺
儒
教
の
本
質
は
政
治
学
、

し
か
も
統
治
す
る
側
の
視
点
に
立
っ
た

政
治
学
で
党
だ
か
ら
役
人
採
用
試
験

はしづめ・だいさぶろう・1948年神奈川県生まれ。
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で
あ
る
科
挙
に
お
い
て
は
儒
教
の
膨
大

な
知
識
が
問
わ
れ
る
わ
け
で
す
句
も
ち

ろ
ん
科
挙
に
合
格
す
れ
ば
、
名
誉
も
富

も
思
い
の
ま
ま
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
容
易

で
は
な
い
。大
多
数
の
者
は
負
け
組
な

わ
け
で
す
匂
そ
し
て
儒
教
は
統
治
の
学
、

君
子
の
教
え
だ
か
ら
、
負
け
組
に
は
見

向
き
も
し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
負
け
組
の

個
人
的
苦
悩
に
応
え
、
彼
ら
に
敗
者
復

活
の
場
を
与
え
る
も
の
が
必
要
に
な

る
。
そ
れ
こ
そ
が
中
国
に
お
け
る
オ
カ

ル
入
す
な
わ
ち
道
教
な
ん
で
す
ね
。も

う
出
世
は
ア
ウ
ト
で
す
か
ら
、
山
に
こ

も
っ
て
仙
人
に
な
っ
て
不
老
長
寿
を
実

現
し
、
あ
く
せ
く
働
く
俗
A

れ
ど
も
を
噸

笑
す
る
わ
け
で
す
な
。

中
国
が
特
異
な
の
は
、
光
た
る
儒

教
に
対
し
て
、
影
H

オ
カ
ル
ト
が
堂
々

と
道
教
と
い
う
看
板
を
掲
げ
て
社
会

に
し
か
る
べ
き
領
域
を
確
保
し
て
い
る

こ
と
で
す
勺
こ
の
辺
り
は
中
国
人
の
現

実
感
覚
に
富
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。

キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
に
オ
カ
ル
ト
の
撲

滅
に
血
眼
に
な
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。
清

の
時
代
に
書
か
れ
た
『
柳
斎
志
異
』
な

ん
て
物
語
を
読
む
と
、
科
挙
に
備
え
て

試
験
勉
強
中
の
若
者
が
美
人
に
誘
わ

れ
て
ふ
ら
ふ
ら
つ
い
て
ゆ
く
、
す
る
と
そ

れ
が
魔
物
だ
っ
た
、
な
ん
て
話
が
や
た

ら
多
い
。
ま
さ
に
こ
の
辺
り
が
儒
教
と

道
教
の
境
界
線
な
わ
け
だ
し
、
そ
れ
ぞ

れ
が
そ
れ
ぞ
れ
を
必
要
と
し
た
理
由
で

も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

一
方
仏
教
の
場
合
は
、
キ
リ
ス
ト
教

と
も
道
教
と
も
ち
が
う
ん
で
す
勺
仏
教

は
原
因
と
結
果
の
根
本
法
則
た
る

法
H
ダ
ル
マ
を
悟
る
こ
と
が
す
べ
て
。
お

釈
迦
様
の
よ
、
つ
な
厳
し
い
修
行
を
す
れ

ば
、
誰
で
も
ダ
ル
マ
を
悟
る
こ
と
が
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。あ
く
ま
で
可
能
性

で
す
が
・
・:・・
。
と
も
か
く
ダ
ル
マ
を
悟

れ
ば
、
因
果
法
則
の
秘
密
が
わ
か
る
。
因

果
法
則
の
秘
密
が
わ
か
れ
ば
、
他
人
の

心
を
見
透
し
た
り
へ
瞬
時
に
遠
い
所
に

ダ明ンチ@

-

の

宗

教

祉

そ
も
そ
も

オ
カ
ル
ト
っ
て

「
町
了
、
J
-

つつ・

，a司
ll
咽

J

'

4

オ
カ
ル
ト
、
何
と
い
う
わ
か
り
に
く
い
言
葉
な
の
か
。
ま
ず
①
定
義
が
暖
昧
に
す
ぎ
る
。
オ
カ
ル
ト
の
辞
書
的
な
意
味
は
「
隠

さ
れ
て
い
る
も
の
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
定
義
で
は
そ
も
そ
も
何
が
、ど
の
よ
う
に
し
て
、
何
の
た
め
に
、
誰
か
ら
「隠
さ
れ

て
い
る
」
の
か
、
ま
っ
た
く
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。②
内
容
が
検
証
も
反
証
も
で
き
な
叫
こ
れ
は
①
か
ら
必
然
的
に
導
か
れ
る

結
果
だ
。す
な
わ
ち
、
「隠
さ
れ
て
い
る
」
か
ら
こ
そ
オ
カ
ル
ト
で
あ
る
な
ら
ば
、
科
学
そ
の
他
の
方
法
で
「
隠
さ
れ
て
い
る
も

の
」
が
明
ら
か
に
な
っ
た
な
ら
、も
は
や
そ
れ
は
オ
カ
ル
ト
で
は
な
い
、
と
な
る
。
す
な
わ
ち
オ
カ
ル
ト
が
オ
カ
ル
ト
で
あ
る
以

上、

J
』
れ
以
上
説
明
を
し
ま
せ
ん
a
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
ん
な
の
っ
て
あ
り
だ
ろ
う
か
け

こ
ん
な
の
拡
嫌
だ
。議
論
検
討
を
拒
絶
す
る
よ
う
な
定
義
は
不
完
全
だ
。そ
う
思
っ
て
、
宗
教
関
連
に
屈
指
の
強
さ
を
誇
る

祉
会
学
者
・
橋
爪
大
三
郎
東
工
大
教
授
に
説
明
を
お
願
い
し
た
。



移
動
で
き
た
り
す
る
、
こ
れ
を
神
通
力

と

νっ
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
イ
エ
ス
の
よ
う

に
法
則
の
外
に
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
、

そ
れ
が
重
要
で
す
匂
あ
く
ま
で
法
則
の

秘
密
を
悟
っ
て
い
て
そ
れ
を
内
側
か
ら

使
う
。そ
れ
を
倍
つ
て
な
い
者
の
目
か
ら

見
る
と
不
思
議
に
見
え
る
、
そ
れ
だ
け

の
こ
と
な
ん
で
す
勺
つ
ま
り
仏
教
に
お
い

て
は
、
影
H
オ
カ
ル
ト
が
、
正
当
な
教

え
H

光
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い
る
ん
で

す
よ
。ち
な
み
に
密
教
は
仏
教
と
同
じ
く

全
て
オ
カ
ル
ト
の
よ
う
に
見
、
え
ま
す
が
、

あ
れ
は
お
釈
迦
様
が
後
に
な
っ
て
語
っ

た
教
‘
え
ほ
ど
難
し
い
上
級
者
向
き
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
そ
の
観
点
か
ら

理
解
す
べ
き
。
密
教
、
例
え
ば
オ
ウ
ム

真
理
教
で
有
名
に
な
っ
た
金
剛
乗
(
ヴ

ア
ジ
ラ
ヤ
l
ナ
)
な
ど
は
、
小
乗
や
大
乗

に
比
べ
て
、
も
う
ほ
と
ん
ど
悟
り
か
け

ち
ゃ
っ
た
人
向
き
の
教
え
な
ん
で
す
匂
初

級
者
や
中
級
者
に
い
き
な
り
高
度
な

こ
と
を
教
え
る
と
か
え
っ
て
混
乱
さ
せ

ち
ゃ
う
だ
け
だ
か
ら
秘
密
の
教
え
、
す

な
わ
ち
密
教
な
ん
で
す
ね
」

影
の
圏
、

オ
カ
ル
ト
の
圏
、
日
本
が

オ
カ
ル
ト
化
す
る
理
由

そ
う
な
る
と
日
本
の
場
合
は
ど
う

な
の
か
。
や
は
り
仏
教
が
中
心
だ
か
ら
、

光
の
内
に
影
が
含
ま
れ
る
形
な
の
だ
ろ

う
か
。
「
日
本
の
場
合
、
儒
教
に
せ
よ
道
教
に

せ
よ
仏
教
に
せ
よ
、
そ
し
て
言
う
ま
で

も
な
く
西
欧
科
学
に
せ
よ
、
と
も
か
く

光
た
る
も
の
は
、
す
べ
て
外
国
文
化
な
ん

で
す
勺
外
国
文
化
H
光
。
そ
う
す
る
と
ど

う
な
る
か
、
日
本
固
有
の
文
化
こ
そ
が

影
と
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
、
つ
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
で
は
日
本
固
有
の
文
化
と
は

何
か
。
本
居
宣
長
に
せ
よ
三
島
由
紀
夫

に
せ
よ
、
そ
れ
を
徹
底
的
に
探
し
て
み

た
ん
で
す
勺
探
し
て
探
し
て
探
し
ぬ
い
た

挙
げ
句
、
結
局
、
天
皇
と
H

も
の
の
あ
は

れ
H

み
た
い
な
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
的
な
も
の

と
、
死
の
織
れ
を
恐
れ
る
感
情
を
中
心

に
し
た
多
神
教
み
た
い
な
も
の
、
こ
れ

ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
句
つ
ま
り

光
に
満
ち
滋
れ
た
、
す
な
わ
ち
外
国
文

化
に
満
ち
溢
れ
た
日
常
に
お
い
て
、
ふ

と
思
い
出
す
も
の
、
思
い
出
そ
う
と
す

る
も
の
、
そ
れ
が
日
本
固
有
の
文
化
で

あ
り
、
な
お
か
っ
そ
の
す
べ
て
が
オ
カ
ル

ト
な
ん
で
す
勺

だ
か
ら
日
本
人
は
、
宗
教
と
オ
カ
ル

ト
の
区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば

日
本
に
輸
入
さ
れ
た
宗
教
に
は
、
葬
式

仏
教
と
化
し
た
姿
に
見
る
よ
う
に
、
日

本
固
有
の
文
化
H
影
H
オ
カ
ル
ト
が
混

ざ
り
込
ん
で
い
る
か
ら
。
そ
こ
で
宗
教
は

怖
い
、
と
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
勺
ま
た
三
島

以
降
の
日
本
の
流
行
作
家
の
作
品
、
た

と
え
ば
村
上
春
樹
の
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク

ロ
ニ
ク
ル
』や
吉
本
ば
な
な
の
『ア
ム
リ
タ
』

等
に
、
し
ば
し
ば
H

忘
れ
か
け
た
こ
と
を

必
死
で
思
い
出
す
H

と
い
う
要
素
と
H

死

者
と
の
交
流
H

と
い
う
要
素
が
顔
を
出

す
の
も
そ
こ
か
ら
来
る
と
息
、
九
オ
ウ
ゐ

真
理
教
に
し
た
っ
て
、

1
9
8
0
年
代
の

ピ
カ
ピ
カ
輝
く
世
の
中
に
た
い
す
る
影

か
ら
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
捉
え
な
い

と
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

日
本
人
は
外
国
と
の
接
触
が
増
え

る
た
び
に
、
一
種
の
防
御
反
応
を
起
こ

し
ま
す
勺
近
く
は
臼
年
の
海
外
渡
航
自

由
化
以
来
、
た
び
た
び
日
本
ブ
l
ム
や

オ
カ
ル
ト
ブ
l
ム
が
起
き
て
今
に
続
い

て
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
あ
誰
も
が
イ
チ
ロ

ー
の
よ
う
に
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
か
ら
当
然
と
言
え
ば
当
然

で
す
ね
。
外
国
で
う
ま
く
い
か
な
い
、
や

っ
ぱ
り
日
本
が
一
番
だ
、
と
こ
ろ
で
そ

の
日
本
て
何
?
そ
の
答
え
は
H

影
の

園
、
オ
カ
ル
ト
の
国
u
な
わ
け
で
す
。
そ

れ
が
、
ア
ニ
メ
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

の
恰
好
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
」
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容

一強
化
す
る
こ
と
に
始
ま
り
、
対
一

一

寸

共

生

の

技

術

つ

く

ろ

う

忠

一

米
関
係
な
ど
安
保
の
再
構
築
マ

一

コ
一高齢
化
、
地
方
分
権
を
視
野
に
一

二

r烏
2
8哲
雄

富

島

園

甑

謹
一入
れ
た
経
済
発
展
戦
略
マ
国
際一

一
一

宮
市
川
鴻
議
川
崎
騒
醤
園
田
理
語
習
一社
会
と
の
良
好
な
関
係
確
保
マ

一

一
院
接

-

J
-臨
調
臨
調
回
園
田
臨
圃
圏
一
抱
球
環
境
への
配
慮
マ
歴
史
や

一

一
持
教

h
思
想
都
t二
幽
居
間
臨
田
園
園
開

Ja
一文
伯、

教
肯
に
重
点
を
置
い
た
一

一
官

¥-i
d輔
磯
M
掴

園

田

町叫
一六
胆
な
園
内
改
革
が
課
題
に
な
一

一
業
一一一

泊

、足

均台

湾

輸

幽

圃

園

田

忠

一る
だ
ろ
う
，

一

一
思

脇

伊

胎

齢

隣

側

通

鋼

掴

叫

す

べ
て
の
人
が
知
庖
を
出
し
一

一
東
橋

機
織
機
総
論
機
縦
総
細

V
E引
い

;
"悩
一ム
ロ
い
共
に
生
き
て
い
く
技
術
を
一

一

嬢

ポ

ー

;

銭

数

組

遁

週

一

一

生

み

出
す
こ
と
が
、
二
十
一
世
一

一

議

襲

撃

義

務

襲

撃

震

接

続
納
額
九九一

一
紀
に
お
い
て
大
切
だ
と
い
え
一

一
明
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
懇
話
一
前
半
に
軍
部
の
暴
走
を
許
し
一
る
-

一

一
会
(
事
務
局

・神戸
新聞
明
石
一
た
四
本
は
、
過剰
に
総
力
戦
に

一

一総局
)の二
月
例
会
が
十
五
日、

一
適
応
し
、
一一十
位
紀
最
大
の
悲
一

一
明
石
市
松
の
内
二
の
ホ
テ
ル
キ
一
劇
を
昧
ね
っ
た
。ま
た
後
半
か
一

一

、

L
、
一
ら
司
有
ま
で
は
、
経
再
発
展
に

一

一ヤ
ヴス
ル
プ
ラ
ザ
で
開
A
V
P

一

一

才

一

s
h
μ

を
注
ご
あ
ま
り
、
特
に
安

一
東
京
工
業
大
学
大
学
院
社
会
主
一
阜
う
て

一

E
-h
-保
障
の
一
回
で
ア
〆
リ
カ
に
依
一

一
工
学
研
究
利
設
恨
の
橋
爪
六
一
二
一
存
し
て
h

マ
心
開
発
が
足
リ
な
一

一郎
氏
が

寸一
一寸一一町内杭を民事
、二ハ
り
す
で
に
ア
メ
リ
カ
の
関
心
一

一
る
一
を
テ
ー
マ
に
講
潰
し
た
リ
一
は
中
国
に
移り
、
経
済
的
な
拠
一

一写真
。
一
必
も
ア
ジ
ア
へ
移
り
勺
つ
あ
一

一
橋
町
民
は
一
九
四
ヘ
缶
、
何
一
〆
¥
一

一
奈
川
県
生
ま
れ
。
七
二
年
、
東
一
一
一
十
一世
紀
は
、
情
刻
一
生
一

一
京
大
学
文
学
部
一
竺

同
大
大
手
一
命
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
引
科
学
一

一

一

工

ur
一技
術
マ
三
一
文
保
な
ど
へ
の
一

一
安
立
会
学
研
究
和
博
士
課
ロ

L

竜

-

-

.

4

一ア
ジ
ア
わ
分
譲
'V
人
コ
、
資
原
一

一
了
後
、
東
京
工
大
工
学
部
助
教
一
に
よ
る
ル
球
主
克
り
ん

E
r乞
一

一理定
一拝
一
て
、
九
六
年
か
ら
現
時
二
の
時
代
に
な
釘
る
つ
3

一

一九
九
年
か
ら
約
一
年
、
ハ
1

パ
一
日
本
の
二
十
一
世
紀
は
、
国
一

一l
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
一
会
の
立
法
府
レ
一
し
一
.
の
機
能
を
一

一
研
究
所
の
重
研究
員
c

主な一
4
1
1
1
1
1
1
i
l
-
-
一

一
著
書
に

「は
じ
め
て
の
構
庖
キ
一一
、

一
義
」
な
ど
。
講
嵐
要
旨
は
次

ωケ

一通り
。

一

ニ
十
世
紀
は
、
前
半
が
戦
争
一
一

一
の
時
代
、
後
半
が
戦
争
の
な
い
一
一

一
時
代
と
分
け
-
り
れ
る
、
“
し
苧
い
-一一

t
Eh
は、

一
留
し
て
総
力
魚
体
一

-

一
制
だ
っ
た
と
い
え
忍
F
d

宗教はコワイ、アブ.ナイと思っているだけでは、世界で‘起こっていることを理解できない!
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